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周
京
と
杭
州
詩
壇

市

瀬

信

子

は
じ
め
に

清
代
の
杭
州
詩
壇
の
隆
盛
は
大
き
く
二
期
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
つ
は
七
人
の
杭
州
詩
人
に
よ
っ
て
『
南
宋
雑
事
詩
』

が
制
作
さ
れ
た
雍
正
元
年
（
一
七
二
三
）
か
ら
二
年
に
か
け
て

の
期
間
で
あ
る
。
作
者
で
あ
る
沈
嘉
轍
、
呉
焯
、
陳
芝
光
、
符

曾
、
趙
昱
、
厲
鶚
、
趙
信
は
、
い
ず
れ
も
杭
州
の
無
官
の
詩
人

達
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
趙
昱
、
趙
信
の
蔵
書
楼
に
お
け
る
唱
酬

の
中
で
、
豊
富
な
文
献
と
深
い
学
識
を
元
に
、
南
宋
の
故
事
、

史
跡
を
題
材
と
し
た
、
計
一
百
一
首
か
ら
な
る
大
作
を
完
成
さ

せ
た
。
こ
の
作
品
の
後
、
厲
鶚
、
趙
昱
、
趙
信
、
符
曾
は
乾
隆

元
年
の
博
学
鴻
試
に
推
挙
さ
れ
た
。
こ
れ
が
清
代
杭
州
詩
壇
の

第
一
期
の
隆
盛
期
で
あ
る
。「
南
宋
雑
事
詩
」
の
時
期
を
境
に
、

厲
鶚
、
符
曾
を
始
め
、
多
く
の
杭
州
詩
人
が
杭
州
の
地
を
離
れ
、

他
の
地
で
活
動
し
始
め
た
。
杭
世
駿
ら
の
よ
う
に
任
官
の
為
に

杭
州
を
離
れ
た
者
も
い
た
が
、
揚
州
馬
曰
琯
の
小
玲
瓏
山
館
や

天
津
査
為
仁
の
水
西
荘
に
寄
寓
し
た
厲
鶚
、
金
農
、
符
曾
、
陳

章
、
汪
沆
、
呉
廷
華
ら
の
よ
う
に
、
富
裕
且
つ
知
的
な
蔵
書
家

の
元
に
身
を
置
き
、
学
問
、
芸
術
に
没
頭
し
つ
つ
、
そ
の
地
の

詩
壇
の
唱
和
で
活
躍
し
た
者
も
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
第
一
期

の
隆
盛
期
の
後
、
杭
州
詩
壇
は
、
移
動
す
る
詩
人
達
と
し
て
、

杭
州
以
外
の
地
で
名
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
隆
盛
期
は
、
二
十
年
後
、
杭
州
の
外
に
出
て
活
躍
し

て
い
た
詩
人
達
が
、
再
び
杭
州
に
集
っ
た
乾
隆
年
間
初
期
で
あ

る
。
杭
世
駿
、
厲
鶚
を
始
め
と
し
、
杭
州
を
離
れ
て
学
者
、
芸

術
家
、
詩
人
と
し
て
名
を
な
し
た
名
士
達
が
次
々
に
杭
州
に
戻

り
、
地
元
の
耆
旧
、
方
外
た
ち
と
詩
社
を
結
ん
で
盛
ん
に
詩
会

を
開
い
た
。
「
乾
隆
初
、
杭
州
詩
酒
之
会
最
盛
。
（
乾
隆
の
初

め
、
杭
州
詩
酒
の
会
最
も
盛
ん
。
）
」
（
袁
枚
『
随
園
詩
話
』
巻

三-

六
四
）
と
称
さ
れ
た
こ
の
二
度
目
の
隆
盛
期
は
、
「
吾
郷

詩
社
、
自
癸
亥
以
後
、
称
最
盛
者
十
年
。
（
吾
が
郷
の
詩
社
、

癸
亥
よ
り
以
後
、
最
盛
と
称
す
る
こ
と
十
年
。
）
」
（
『
両
浙
輶

軒
録
』
巻
十
九
「
梁
啓
心
」
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
癸
亥
つ

ま
り
乾
隆
八
年
（
一
七
四
三
）
か
ら
十
年
間
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
杭
世
駿
が
北
京
か
ら
戻
っ
て
き
て
杭
州
で

南
屛
詩
社
を
結
ん
で
い
た
期
間
で
あ
る
。
乾
隆
十
七
年
、
杭
世

駿
は
粤
秀
書
院
主
講
と
な
っ
て
広
州
に
出
、
同
年
詩
社
の
も
う

一
人
の
大
物
で
あ
る
厲
鶚
が
世
を
去
っ
た
。
杭
州
詩
社
は
彼
ら

名
士
二
人
を
失
い
、
衰
退
し
た
と
言
わ
れ
る
の
だ
が
、
実
際
に

は
そ
れ
と
同
じ
頃
、
詩
会
で
活
躍
し
た
耆
旧
達
が
次
々
に
世
を
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去
っ
た
こ
と
も
詩
社
衰
退
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
そ
の
耆
旧

の
代
表
格
が
乾
隆
十
四
年
に
亡
く
な
っ
た
周
京
で
あ
る
。

周
京
に
つ
い
て
は
、
全
祖
望
が
、
「
杭
之
詩
人
為
社
集
、
群

雅
所
萃
、
奉
穆
門
為
職
志
。
（
杭
の
詩
人

社
集
を
為
し
、
群

雅
の
萃
ま
る
所
、
穆
門
を
奉
じ
て
職
志
と
為
す
。
）
」
と
、
詩

社
の
中
核
を
な
し
た
人
物
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
周
京
が
世
を

去
る
や
「
穆
門
死
、
湖
社
諸
人
一
若
失
其
憑
依
者
。
（
穆
門
死

し
、
湖
社
の
諸
人
一
へ
に
其
の
憑
依
す
る
者
を
失
ふ
が
若

し
。
）
」（
『
鮚
埼
亭
集
』
内
篇
巻
十
九
「
周
穆
門
先
生
墓
志
銘
」
）

と
詩
社
が
よ
り
ど
こ
ろ
を
失
っ
た
と
述
べ
る
。
ま
た
金
志
章
も

周
京
の
死
に
、「
湖
南
寂
寞
吟
壇
冷
（
湖
南
寂
寞

吟
壇
冷
ゆ
）
」

（
『
無
悔
斎
集
』
附
録

金
志
章
「
哭
周
穆
門
先
生
」
）
と
、

そ
の
死
と
と
も
に
詩
社
が
衰
退
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
周
京
の

詩
社
に
お
け
る
影
響
の
大
き
さ
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
そ
の
死

が
詩
社
衰
退
に
繋
が
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、
当
時
杭
州
詩
壇
で
の
知
名
度
が
高
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
死
後
周
京
の
存
在
は
次
第
に
忘
れ
ら
れ
、
や
が
て
そ

の
名
は
、
厲
鶚
、
杭
世
駿
ら
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
え

る
。
と
は
い
え
、
全
祖
望
の
墓
志
銘
に
見
え
る
よ
う
に
、
当
時

詩
壇
の
中
心
に
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
周
京
を
無
視
し
て
当
時
の

杭
州
詩
壇
の
状
況
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ

え
に
ま
ず
周
京
と
い
う
詩
人
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
周
京
の
人
生
を
辿
り
つ
つ
、
杭
州
詩
壇

と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
周
京
を
通
し
て
、
彼
が
晩

年
活
躍
し
た
杭
州
詩
社
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
見
な

お
し
て
み
た
い
。

一
、
周
京
の
文
学
史
上
の
評
価

周
京
（
一
六
七
七
～
一
七
四
九
）
は
、
字
を
西
穆
、
一
の
字

を
少
穆
と
い
い
、
ま
た
辛
老
と
い
う
。
穆
門
と
号
し
、
晩
年
は

東
双
橋
居
士
と
号
し
て
い
る[

１]

。
杭
州
銭
塘
の
人
で
あ
る
。

雍
正
年
間
に
諸
生
と
な
り
、
乾
隆
元
年
に
六
十
歳
で
博
学
鴻
試

に
推
挙
さ
れ
る
も
応
じ
ず
、
後
に
州
同
知
を
考
授
せ
ら
れ
た
。

晩
年
は
故
郷
杭
州
で
詩
社
の
同
人
た
ち
と
唱
酬
を
繰
り
返
し
、

乾
隆
十
四
年
、
七
十
三
歳
で
世
を
去
っ
た
。
『
無
悔
斎
集
』
十

五
巻
が
あ
り
、
こ
れ
は
遺
稿
を
遺
児
の
依
頼
で
厲
鶚
が
編
纂
し

て
十
分
の
二
、
三
を
削
除
し
、
唱
酬
を
共
に
し
た
友
人
で
乍
浦

理
事
同
知
で
あ
っ
た
舒
瞻
が
資
金
提
供
し
て
刊
行
し
た
も
の
で

あ
る[

２]

。
桑
調
元
の
墓
志
銘
に
よ
る
と
、
元
々
は
古
文
詩
詞

合
わ
せ
て
三
十
六
巻
が
あ
っ
た
も
の
を
、
舒
瞻
が
ま
ず
詩
集
十

五
巻
を
刊
行
し
、
残
り
の
原
稿
は
家
に
保
存
し
て
あ
っ
た
と
い

う[

３]

。
し
か
し
現
存
す
る
の
は
、
詩
集
『
無
悔
斎
集
』
十
五

巻
の
み
で
あ
る
。

周
京
の
生
涯
を
記
す
も
の
と
し
て
は
、
全
祖
望
の
「
周
穆
門

墓
志
銘
」
（
『
鮚
埼
亭
集
』
内
篇
巻
十
九
）
、
桑
調
元
「
周
徴
士

穆
門
墓
志
銘
」
（
『
無
悔
齋
集
』
附
録
）
が
あ
る
。
他
に
杭
世

駿
が
作
っ
た
伝
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
現
存
の
杭
世
駿
『
道
古

堂
集
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い[

４]

。
ま
た
、
厲
鶚
「
無
悔

齋
詩
集
序
」
は
、
周
京
の
文
学
に
関
す
る
経
歴
を
記
す
。

ま
ず
、
全
祖
望
「
周
穆
門
墓
志
銘
」
か
ら
、
当
時
の
周
京
の

文
学
と
そ
の
名
声
に
関
す
る
部
分
を
取
り
あ
げ
て
み
る
。
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穆
門
以
詩
名
天
下
五
十
余
年
、
平
生
嘗
徧
歴
秦
、
斉
、

晋
、
楚
之
墟
、
所
至
、
巨
公
大
卿
皆
為
倒
屣
。

穆
門
詩
を
以
て
天
下
に
名
あ
る
こ
と
五
十
余
年
、
平

生
嘗
て
秦
、
斉
、
晋
、
楚
の
墟
を
徧
歴
し
、
至
る
所
、

巨
公
大
卿
皆
為
に
倒
屣
す
。

と
う

し

「
以
詩
名
天
下
五
十
余
年
」
と
あ
る
が
、
周
京
が
七
十
三
歳

で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
逆
算
す
る
と
、
二
十
歳
の
頃
に

は
す
で
に
詩
人
と
し
て
広
く
名
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
ま
た
各
地
を
遠
遊
す
る
の
は
、
三
十
二
歳
以
降
と
考
え
ら

れ
る
が[

５]

、
そ
の
時
に
は
い
ず
れ
の
地
で
も
名
士
達
が
皆
彼

の
到
来
を
待
ち
か
ね
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
、

周
京
の
詩
人
と
し
て
の
知
名
度
と
人
気
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
地
元
杭
州
の
詩
社
に
お
け
る
人
気
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

杭
之
詩
人
為
社
集
、
群
雅
所
萃
、
奉
穆
門
為
職
志
。
…
詩

成
穆
門
以
長
箋
写
之
、
酔
墨
淋
漓
、
姿
趣
頽
放
、
或
弁
数
語

於
其
端
、
得
者
以
為
鴻
宝
。
湖
社
風
流
、
百
年
以
来
、
於
斯

為
盛
、
皆
穆
門
之
所
鼓
動
也
。
…
穆
門
死
、
湖
社
諸
人
一
若

失
其
憑
依
者
、
其
為
人
可
想
見
也
。

杭
の
詩
人

社
集
を
為
し
、
群
雅
の
萃
ま
る
所
、
穆
門

を
奉
じ
て
職
志
と
為
す
。
…
詩
成
れ
ば
穆
門
長
箋
を
以
て

之
を
写
し
、
酔
墨
淋
漓
、
姿
趣
頽
放
た
り
て
、
或
ひ
は
数

語
を
其
の
端
に
弁
ず
れ
ば
、
得
る
者
以
て
鴻
宝
と
為
す
。

湖
社
の
風
流
、
百
年
以
来
、
斯
に
於
い
て
盛
と
為
す
も
、

皆
穆
門
の
鼓
動
す
る
所
な
り
。
…
穆
門
死
し
、
湖
社
の
諸

人
一
へ
に
其
の
憑
依
す
る
者
を
失
ふ
が
若
く
、
其
の
人
と

為
り
想
見
す
べ
き
な
り
。

こ
れ
は
乾
隆
初
期
の
杭
州
詩
社
の
隆
盛
期
に
於
い
て
、
周
京

が
杭
州
詩
壇
の
領
袖
と
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で

あ
る
。
完
成
し
た
詩
を
書
写
す
れ
ば
、
墨
痕
も
麗
し
く
、
数
語

を
書
き
添
え
た
も
の
を
手
に
入
れ
た
者
は
宝
と
し
た
、
と
い
う

の
は
、
そ
の
人
気
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
更
に
杭
州
西
湖
の
詩

社
が
、
百
年
来
隆
盛
を
迎
え
た
の
は
、
皆
周
京
の
鼓
動
に
よ
る
、

と
も
言
う
。「
百
年
来
」
と
い
う
の
は
、
明
代
の
「
西
湖
八
社
」

か
ら
の
時
間
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
乾
隆
期
の
杭
州
詩
社
の
隆

盛
が
、
歴
史
的
な
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
詩

社
を
牽
引
し
、
そ
の
支
柱
と
な
っ
た
の
が
周
京
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。
周
京
は
、
当
時
の
詩
社
の
最
重
要
人
物
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
文
学
史
上
、
周
京
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
乾
隆
期
の
杭
州
詩
社
で
活
躍
し
た
厲

鶚
、
杭
世
駿
ら
を
中
心
と
す
る
詩
人
達
は
、
浙
派
と
い
う
詩
派

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
浙
派
研
究
の
代

表
的
成
果
と
さ
れ
る
張
仲
謀
『
清
代
文
化
与
浙
派
』
で
は
、
浙

派
の
活
動
時
期
を
四
段
階
に
わ
け
た
上
で
、
「
第
三
段
階
は
浙

派
の
繁
栄
期
で
あ
り
、
主
要
な
創
作
活
動
は
雍
正
朝
と
乾
隆
前

期
に
あ
る
。
こ
の
時
期
の
詩
人
は
、
厲
鶚
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
、

南
屛
詩
社
の
メ
ン
バ
ー
を
主
体
と
し
た
。
主
だ
っ
た
詩
人
に
は
、
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杭
世
駿
、
全
祖
望
、
金
農
、
丁
敬
、
胡
天
游
、
呉
穎
芳
、
汪
沆
、

陳
章
、
姚
世
鈺
、
斉
召
南
等
が
お
り
、
こ
れ
も
い
わ
ゆ
る
狭
義

の
浙
派
詩
群
で
あ
る
。
」[

６]

と
言
う
。
南
屛
詩
社
と
は
杭
州
詩

社
の
代
表
格
で
あ
り
、
全
祖
望
が
記
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
詩

社
の
様
子
で
あ
る
。
し
か
し
、
張
仲
謀
は
主
要
詩
人
の
中
に
、

周
京
の
名
を
入
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
「
在
査
慎
行
和
厲
鶚
二

代
人
之
間
、
有
必
要
介
紹
呉
焯
、
周
京
等
人
、
這
是
一
批
与
厲

鶚
存
有
師
友
之
誼
、
唱
和
頻
頻
、
対
「
浙
派
」
的
発
展
很
有
関

係
的
詩
人
。
…
…
嘉
慶
五
年
（
一
八
〇
〇
）
呉
顥
編
刊
『
杭
郡

詩
輯
』
十
六
巻
、
輯
自
順
治
以
来
詩
人
多
達
一
千
四
百
余
、
高

峰
期
正
是
乾
隆
期
、
周
京
是
個
核
心
人
物
。
」
（
厳
迪
昌
『
清

詩
史
』
浙
江
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
二
「
第
六
章

乾
嘉
時
期

地
域
詩
派
詩
群
巡
視

第
一
節

以
厲
鶚
為
代
表
的
浙
派
」
）

あ
る
い
は
、
「
周
京
在
杭
州
詩
壇
是
個
中
心
人
物
。
他
比
浙
派

領
袖
厲
鶚
大
十
五
歳
、
可
称
師
友
、
也
是
浙
派
的
核
心
成
員
」

（
張
兵
等
撰
『
文
化
視
域
中
的
清
代
文
学
研
究
』
王
小
恒
「
第

三
章

浙
派
嬗
変
及
厲
鶚
的
文
学
思
想
、
著
述
和
交
游
」
（
人

民
出
版
社

二
〇
一
三
）
の
よ
う
に
、
周
京
を
乾
隆
期
浙
派
の

中
核
と
な
る
人
物
と
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る
。
周
京
に
対
す
る

評
価
が
一
定
し
て
い
な
い
の
は
、
そ
も
そ
も
浙
派
の
と
ら
え
方

が
一
定
で
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
逆
に
、
周
京
と

い
う
一
詩
人
を
通
し
て
み
る
こ
と
で
、
当
時
の
杭
州
詩
社
あ
る

い
は
浙
派
を
新
た
な
見
方
で
と
ら
え
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

そ
こ
で
、
ま
ず
周
京
の
生
涯
と
文
学
活
動
を
明
ら
か
に
し
つ

つ
、
そ
こ
か
ら
彼
の
杭
州
詩
壇
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
改
め
て

考
え
て
考
察
し
て
み
る
。

二
、
遠
遊
か
ら
博
学
鴻
試
ま
で
（
康
熙
四
十
七
年
～
乾

隆
元
年
）

『
無
悔
斎
集
』
は
、
康
熙
四
十
七
年
（
一
七
〇
八
）
、
周
京

三
十
二
歳
か
ら
の
作
品
を
収
録
す
る
。
当
時
周
京
は
杭
州
に
い

た
。
金
農
は
こ
の
頃
か
ら
周
京
と
交
流
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
周

京
の
死
に
際
し
て
、
「
論
交
四
十
載
、
老
友
忽
云
徂
。
（
論
交

す
る
こ
と
四
十
載
、
老
友

忽
ち
云
に
徂
く
。
）
」
（
『
無
悔
斎

こ
こ

集
』
附
録
「
哭
周
穆
門
先
生
）
と
詩
に
詠
じ
て
い
る
。
周
京
が

世
を
去
っ
た
の
は
七
十
三
歳
で
あ
る
か
ら
、
四
十
年
前
と
い
う

と
、
周
京
が
三
十
歳
前
後
の
時
で
あ
る
。
金
農
は
、
当
時
厲
鶚

と
も
交
遊
し
て
い
る
。
周
京
は
金
農
よ
り
十
歳
、
厲
鶚
よ
り
十

五
歳
年
上
で
あ
り
、
年
下
の
友
人
に
囲
ま
れ
て
リ
ー
ダ
ー
格
に

な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

三
十
二
歳
の
時
、
江
西
に
旅
立
つ
。
こ
れ
以
後
、
六
十
五
歳

頃
ま
で
、
周
京
は
ほ
と
ん
ど
の
人
生
を
旅
の
中
に
過
ご
す
こ
と

に
な
る
。
出
発
当
時
周
京
は
す
で
に
広
く
名
を
知
ら
れ
て
お
り
、

各
地
で
彼
の
到
来
を
待
ち
受
け
る
動
き
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
全

祖
望
「
周
穆
門
墓
志
銘
」
に
は
、「
平
生
嘗
徧
歴
秦
、
斉
、
晋
、

楚
之
墟
。
所
至
、
巨
公
大
卿
皆
為
倒
屣
。（
平
生
嘗
て
秦
、
斉
、

晋
、
楚
の
墟
を
徧
歴
し
、
至
る
所
、
巨
公
大
卿
皆
為
に
倒
屣

と
う

し

す
。
）
」
と
、
各
地
で
名
士
達
が
周
京
の
訪
問
を
待
ち
か
ね
て

い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
夙
有
詩
名
、
常
徧
歴
秦
、

齊
、
晉
、
楚
、
所
至
公
卿
皆
倒
屐
迎
之
。
」
（
『
清
史
列
伝
』
巻

七
十
一
杭
世
駿
）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
詩
名
」
に
よ
る
も
の
だ
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っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
無
悔
斎
集
』
に
よ
る
と
、
こ
の
後
、
康
熙
四
十
九
年
（
一

七
一
〇
）
に
は
、
山
東
か
ら
河
北
へ
と
旅
を
し
て
い
る
。
康
熙

五
十
年
（
一
七
一
一
）
か
ら
康
熙
五
十
三
年
（
一
七
一
四
）
ま

で
の
作
品
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
間
の
活
動
の
実
態
は

不
明
で
あ
る
。
康
熙
五
十
四
年
（
一
七
一
五
）
、
周
京
は
杭
州

に
帰
る
。
こ
の
頃
、
厲
鶚
と
盛
ん
に
詩
会
を
開
き
楽
し
ん
で
い

た
こ
と
が
、
厲
鶚
「
無
悔
斎
詩
集
序
」
に
見
え
る
。

（
往
時
、
吾
郷
士
友
専
攻
挙
子
業
、
例
不
作
詩
。
）
乙
未
、

丙
申
間
、
予
輩
数
人
為
文
字
之
会
、
暇
即
相
与
賦
詩
為
楽
。

酒
闌
灯

灺
、
逸
韻
横
飛
、
必
推
周
兄
穆
門
為
首
唱
。
穆
門
詩

主
気
格
、
以
豪
健
為
尚
、
淋
漓
排
奡
、（
往
往
）
一
座
尽
傾
。

詩
成
、
毎
撃
節
自
歌
、
淵
淵
（
乎
）
声
若
出
金
石
、
予
輩
亦

従
而
和
之
。
少
年
気
盛
、
曽
不
知
老
之
将
至
也
。

＊
（

）
内
は
、
『
無
悔
斎
集
』
に
は
無
く
、
『
樊
榭
山
房
文
集
』

巻
三
に
よ
っ
て
補
う
。

（
往
時
、
吾
が
郷
の
士
友
専
ら
挙
子
の
業
を
攻
め
、
例

お
お
む

ね
詩
を
作
ら
ず
。
）
乙
未
、
丙
申
の
間
、
予
が
輩
数
人

文
字
の
会
を
為
り
、
暇
あ
れ
ば
即
ち
相
与
に
詩
を
賦
し
て

楽
し
み
と
為
す
。
酒

闌

に
灯

灺
え
ん
と
し
、
逸
韻
横
飛

た
け
な
わ

き

す
る
に
、
必
ず
周
兄
穆
門
を
推
し
て
首
唱
と
為
す
。
穆
門

詩
は
気
格
を
主
と
し
、
豪
健
を
以
て
尚
し
と
為
し
、
淋

漓
と
し
て
奡
を
排
し
、
（
往
往
）
一
座
尽
く
傾
く
。
詩
成

れ
ば
、
毎
に
節
を
撃
ち
て
自
ら
歌
ひ
、
淵
淵
（
乎
）
と
し

て
声

金
石
よ
り
出
づ
る
が
若
く
、
予
が
輩
も
亦
た
従
ひ

て
之
に
和
す
。
少
年
気
盛
ん
に
し
て
、
曽
て
老
い
の
将
に

至
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

「
乙
未
、
丙
申
」
は
、
康
熙
五
十
四
（
一
七
一
五
）
、
五
十

五
年
（
一
七
一
六
）
で
あ
る
。
こ
の
時
周
京
は
三
十
九
、
四
十

歳
、
厲
鶚
は
二
十
四
、
二
十
五
歳
の
若
者
で
あ
っ
た
。
「
文
字

之
会
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
詩
酒
の
会
で
あ
る
。
周
囲
が
科
挙
の

勉
強
に
取
り
組
み
、
詩
を
作
る
こ
と
を
よ
し
と
し
な
か
っ
た
時

期
に
、
厲
鶚
と
仲
間
は
詩
酒
の
会
を
開
く
。
酒
宴
が
た
け
な
わ

と
な
り
灯
り
も
燃
え
尽
き
よ
う
と
す
る
頃
合
い
、
風
雅
な
詩
が

自
在
に
飛
び
交
う
時
と
な
る
と
、
必
ず
周
京
を
首
唱
に
推
し
た

と
い
う
。
周
京
の
詩
は
気
品
が
あ
り
、
豪
健
を
尚
び
、
伸
び
や

か
で
勢
い
が
あ
り
、
し
ば
し
ば
そ
の
場
に
い
る
人
誰
も
が
心
を

奪
わ
れ
た
。
詩
が
で
き
あ
が
る
と
、
い
つ
も
拍
子
を
取
っ
て
自

ら
歌
い
、
そ
の
声
は
楽
器
の
音
色
の
よ
う
に
響
き
、
厲
鶚
ら
は

彼
の
詩
に
唱
和
し
た
と
い
う
。
老
い
が
近
づ
い
て
く
る
こ
と
な

ど
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
、
若
い
意
気
盛
ん
な
頃
の
思
い
出
で

あ
る
。
詩
会
で
の
周
京
は
、
詩
も
人
間
も
豪
放
で
魅
惑
的
で
あ

り
、
厲
鶚
達
若
者
が
、
詩
会
で
周
京
を
慕
っ
た
心
情
が
よ
く
わ

か
る
。

こ
う
し
た
周
京
と
厲
鶚
達
の
詩
会
が
、
広
く
話
題
と
な
っ
て

い
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
逸
話
が
あ
る
。

厲
樊
榭
未
第
時
、
与
周
穆
門
諸
人
好
請
乩
仙
。
一
日
、
有

仙
人
降
盤
書
曰
、
「
我
鶴
静
先
生
也
。
平
生
好
吟
、
故
来
結

吟
社
之
歓
。
…
」
。
…
毎
日
祈
請
、
但
書
鶴
静
先
生
四
字
。
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向
空
焚
之
、
仙
輒
下
降
、
有
所
唱
和
。
詩
尤
清
麗
、
和
雁
字

至
六
十
首
、
如
是
一
年
。

（
袁
枚
『
子
不
語
』
巻
十
五
「
鶴
静
先
生
」
）

厲
樊
榭
が
ま
だ
試
験
に
及
第
し
な
か
っ
た
頃
に
、
周
穆

門
ら
の
仲
間
と
、
よ
く
乩
仙
（
こ
っ
く
り
さ
ん
）
を
招
請

け
い
せ
ん

し
た
。
あ
る
日
、
乩
仙
が
盤
に
降
り
て
き
て
次
の
よ
う
に

書
い
た
。
「
私
は
鶴
静
先
生
で
あ
る
。
平
生
吟
誦
を
好
ん

で
い
る
ゆ
え
に
、
吟
社
の
歓
を
結
び
た
い
と
思
っ
て
来
た

…
」
。
…
毎
日
降
臨
す
る
よ
う
祈
祷
す
る
の
だ
が
、
た
だ

「
鶴
静
先
生
」
の
四
文
字
を
書
く
だ
け
だ
っ
た
。
空
に
向

か
っ
て
香
を
焚
く
と
、
そ
の
た
び
に
乩
仙
が
降
臨
し
、
詩

を
唱
和
し
た
。
そ
の
詩
は
と
り
わ
け
清
麗
で
あ
っ
て
、
雁

字
に
和
韻
し
て
六
十
首
も
の
詩
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
う
し
て
一
年
が
過
ぎ
た
。

い
わ
ゆ
る
こ
っ
く
り
さ
ん
が
詩
社
の
楽
し
み
を
共
に
し
よ
う

と
し
て
、
厲
鶚
と
周
京
の
も
と
を
訪
れ
た
と
い
う
怪
異
譚
で
あ

る
。
「
厲
樊
榭
未
第
時
」
と
あ
る
の
は
、
厲
鶚
が
郷
試
に
合
格

し
た
康
熙
五
十
九
年
以
前
、
つ
ま
り
先
の
「
無
悔
斎
詩
集
序
」

で
、
周
京
を
首
唱
と
し
て
文
字
の
会
を
開
い
て
い
た
と
記
し
た

頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
吟
社
の
楽
し
み
を
求
め
て
、
幽
霊
ま

で
も
が
厲
鶚
と
周
京
の
元
を
訪
れ
た
と
い
う
逸
話
は
、
当
時
周

京
を
領
袖
と
す
る
彼
ら
の
詩
会
が
い
か
に
話
題
に
な
っ
て
い
た

か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

康
熙
六
十
年
（
一
七
二
一
）
ま
で
、
周
京
、
厲
鶚
は
唱
和
を

楽
し
ん
で
い
る
。
周
京
『
無
悔
斎
集
』
、
厲
鶚
『
樊
榭
山
房
集
』

に
は
、
彼
ら
の
唱
和
詩
が
数
多
く
見
え
る[
７]

。

そ
の
後
、
周
京
は
再
び
北
上
し
、
康
熙
六
十
一
年
（
一
七
二

二
）
か
ら
蘇
州
を
経
て
、
河
北
に
向
か
う
が
、
雍
正
二
年
（
一

七
二
四
）
に
母
の
訃
報
を
聞
き
、
帰
郷
す
る
。
こ
の
間
、
杭
州

で
は
雍
正
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
、
厲
鶚
、
沈
嘉
轍
、
呉
焯
、

陳
芝
光
、
符
曾
、
趙
昱
、
厲
鶚
、
趙
信
に
よ
っ
て
『
南
宋
雑
事

詩
』
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
は
杭
州
詩
人
の
唱
酬
の
場
か
ら
生
ま

れ
た
歴
史
的
大
作
で
あ
る
。
遠
遊
し
て
い
た
周
京
は
も
ち
ろ
ん

関
わ
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
同
人
達
と
交
流
が
あ
っ
た

こ
と
が
、
様
々
な
資
料
か
ら
覗
え
る[

８]

。

雍
正
四
年
（
一
七
二
六
）
に
は
再
び
杭
州
を
離
れ
て
河
北
に

向
か
い
（
『
無
悔
斎
集
』
巻
三
）
、
雍
正
五
年
か
ら
七
年
に
か

け
て
は
甘
粛
を
回
っ
て
西
安
方
面
に
赴
き
、
再
び
北
京
に
赴
い

た
（
『
無
悔
斎
集
』
巻
四
～
巻
五
）
。
そ
の
頃
の
周
京
に
対
す

る
評
価
を
示
す
も
の
の
一
つ
に
、
査
慎
行
（
一
六
五
〇
～
一
七

二
七
）
の
詩
が
あ
る
。
雍
正
四
年
の
古
詩
「
答
銭
塘
周
少
穆
次

来
韻
」
（
『
敬
業
堂
集
続
集
』
巻
四

余
生
集
下
）
に
、
「
周
生

湖
山
彦
、
誉
擅
東
南
宝
。
（
周
生

湖
山
の
彦
、
誉
は
東
南
の

宝
を
擅
に
す
。
）
」
の
句
が
見
え
る
。
こ
の
時
査
慎
行
は
七
十

七
歳
、
周
京
は
五
十
歳
。
当
代
を
代
表
す
る
詩
人
査
慎
行
が
、

杭
州
を
代
表
す
る
詩
人
と
し
て
周
京
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
、

こ
の
句
は
示
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
雍
正
九
年
（
一
七
三
一
）
、
五
十
五
歳
の
時
に
、

周
京
は
杭
州
に
戻
る
。
雍
正
十
一
年
末
か
ら
十
二
年
夏
頃
ま
で

は
杭
州
で
厲
鶚
ら
と
唱
酬
し
て
お
り
、
『
無
悔
斎
集
』
巻
六
、

『
樊
榭
山
房
集
』
巻
七
に
唱
和
詩
が
あ
る
。
そ
の
唱
和
の
中
で
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周
京
が
詠
じ
た
詩
が
「
十
二
月
二
十
二
日
同
樊
榭
、
耕
民
放
舟

湖
上
、
時
快
雪
初
晴
、
風
物
閒
静
、
重
過
酒
舎
、
念
欒
城
、
尺

鳬
已
下
世
、
感
今
念
昔
、
弥
覚
清
游
之
足
重
也
、
分
韻
同
作
」

（
『
無
悔
斎
集
』
巻
六
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
南
宋
雑
事
詩
』

の
作
者
で
あ
っ
た
沈
嘉
轍
と
呉
焯
の
死
を
悼
ん
で
酒
楼
で
詠
じ

た
詩
で
あ
る[
９]

。
こ
の
詩
が
、
酒
楼
の
壁
に
書
か
れ
た
題
壁

詩
と
し
て
、
杭
州
で
話
題
を
集
め
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
翌
年

の
周
京
の
詩
に
、
「
昨
年
歳
晩
、
同
樊
榭
、
耕
民
来
湖
上
、
重

題
楼
壁
、
而
良
友
至
携
筆
墨
往
写
之
、
荒
詞
流
伝
慙
荷
交
、
并

一
時
佳
話
、
未
敢
没
也
、
復
題
壁
」
（
『
無
悔
斎
集
』
巻
六
）

が
あ
り
、
こ
の
詩
を
人
々
が
書
き
写
そ
う
と
し
て
訪
れ
、
詩
句

が
伝
え
ら
れ
て
佳
話
と
さ
れ
、
ま
だ
消
え
ず
に
残
っ
て
い
た
た

め
、
更
に
題
壁
詩
を
一
首
し
た
た
め
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

そ
の
新
た
な
詩
の
一
句
目
が
「
詩
価
争
如
酒
価
高
（
詩
価

争
い
か
で

か
酒
価
の
如
く
高
か
ら
ん
）
」
で
、
自
注
に
「
抄
詩
復
事
宝
酒
、

謂
是
詩
以
価
得
之
者
（
詩
を
抄
す
る
に
復
た
宝
酒
を
事
と
す
、

是
れ
詩
は
価
を
以
て
之
を
得
る
者
な
る
を
謂
ふ
）
」
と
あ
り
、

酒
楼
に
入
る
た
め
に
高
い
酒
代
を
払
っ
て
ま
で
、
詩
を
書
き
写

そ
う
と
す
る
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
桑
調
元
の

「
周
徴
士
穆
門
墓
志
銘
」
に
も
、
こ
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

晩
息
影
蓬
廬
、
共
里
中
詩
老
結
吟
社
、
策
杖
出
西
郭
、
扁

舟
草
屩
、
縦
浪
湖
山
間
。
酔
題
酒
楼
壁
、
好
事
競
鈔
詩
買
酒
。

有
「
詩
価
争
如
酒
価
高
」
之
句
、
勝
事
足
艶
千
古
。

晩
に
蓬
廬
に
息
影
し
、
里
中
の
詩
老
と
共
に
吟
社
を
結

び
、
杖
を
策
き
て
西
郭
を
出
で
、
扁
舟
草
屩
も
て
、
浪
湖

つ

山
間
を
縦
に
す
。
酔
ひ
て
酒
楼
の
壁
に
題
し
、
好
事
の
も

の
競
ひ
て
詩
を
鈔
し
て
酒
を
買
ふ
。
「
詩
価
争
か
酒
価
の

如
く
高
か
ら
ん
」
の
句
有
り
、
勝
事

千
古
に
艶
と
す
る

に
足
る
。

こ
の
墓
志
銘
で
は
、
周
京
が
晩
年
に
杭
州
に
戻
っ
て
詩
社
に

参
加
し
て
い
た
時
の
作
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

が
、
先
に
見
た
通
り
、
こ
の
詩
は
五
十
五
歳
の
時
の
作
で
、
晩

年
詩
社
に
参
加
す
る
の
は
、
こ
れ
よ
り
十
年
ほ
ど
後
の
こ
と
で

な
る
。
た
だ
、
桑
調
元
の
記
述
は
必
ず
し
も
間
違
っ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。
実
は
袁
枚
も
こ
の
題
壁
詩
を
目
撃
し
て
い
た
こ

と
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

余
幼
時
遊
西
湖
、
見
酒
楼
号
五
柳
居
者
、
壁
上
題
詩
甚
多
、

不
久
即
圬
去
。
惟
西
穆
先
生
一
首
、
墨
瀋
淋
漓
、
字
写
争
坐

位
帖
、
歴
七
、
八
年
如
新
。
酒
楼
主
人
及
来
遊
者
皆
護
存
之
、

敬
其
為
名
士
故
也
。
題
是
、
「
冬
日
同
樊
榭
放
舟
湖
上
、
念

欒
城
、
尺
鳧
都
已
下
世
、
弥
覚
清
遊
之
足
重
也
。
分
韻
同
作
」
。

（
『
随
園
詩
話
』
巻
九-

八
二
）

余
幼
き
時
西
湖
に
遊
び
、
酒
楼
の
五
柳
居
と
号
す
る
者

を
見
る
に
、
壁
上
題
詩
甚
だ
多
き
も
、
久
し
か
ら
ず
し
て

即
ち
圬
り
去
る
。
惟
だ
西
穆
先
生
の
一
首
の
み
、
墨
瀋
淋

ぬ

漓
、
字
は
争
坐
位
帖
を
写
し
、
七
、
八
年
を
歴
て
新
た
な

る
が
如
し
。
酒
楼
の
主
人
及
び
来
遊
せ
し
者
皆
之
を
護
存

す
る
は
、
其
の
名
士
為
る
を
敬
ふ
が
故
な
り
。
題
は
是
れ

「
冬
日
樊
榭
と
同
に
舟
を
湖
上
に
放
ち
、
欒
城
、
尺
鳧
都み

な
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已
に
下
世
せ
し
を
念
ひ
、

弥

清
遊
の
重
ん
ず
る
に
足
る

い
よ
い
よ

を
覚
ゆ
る
な
り
。
分
韻
同
作
」
。

題
壁
詩
は
普
通
す
ぐ
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
な
の

だ
が
、
周
京
の
一
首
だ
け
が
墨
色
も
鮮
や
か
に
残
っ
て
い
た
と

い
う
。
「
写
争
坐
位
」
は
、
顔
真
卿
が
郭
英
乂
に
与
え
た
書
簡

の
草
稿
の
こ
と
。
周
京
は
書
の
達
人
で
も
あ
っ
た
た
め
、
そ
の

書
体
に
倣
っ
て
詩
を
書
い
た
の
だ
。
袁
枚
が
目
撃
し
た
時
は
、

す
で
に
作
成
か
ら
七
、
八
年
経
っ
て
い
た
の
に
、
書
い
た
ば
か

り
の
よ
う
だ
っ
た
の
は
、
酒
楼
の
主
人
も
客
も
名
士
周
京
を
知

っ
て
お
り
敬
っ
た
結
果
だ
と
い
う
。
袁
枚
の
記
述
に
従
う
な
ら

ば
、
桑
調
元
が
見
た
時
に
も
ま
だ
新
し
い
詩
の
如
く
壁
に
残
っ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
逸
話
は
、
周
京
が
杭
州
人
に
い
か

に
尊
敬
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い
た
か
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
雍
正
十
一
年
（
癸
丑
）
に
、
杭
世
駿
は
、
杭
州
で

詩
社
に
参
加
し
た
と
い
う
。

癸
丑
之
秋
、
余
自
京
帰
里
、
与
結
湖
山
之
社
。

（
『
道
古
堂
文
集
』
巻
四
十
七
「
林
阮
林
墓
碣
」
）

癸
丑
の
秋
、
余

京
よ
り
里
に
帰
り
、
湖
山
の
社
を
結

ぶ
に
与
か
る
。

「
湖
山
之
詩
社
」
に
つ
い
て
、
周
京
も
厲
鶚
も
記
し
て
は
い

な
い
が
、
話
題
に
な
っ
た
周
京
の
題
壁
詩
は
、
杭
世
駿
、
周
京
、

厲
鶚
を
含
む
詩
社
の
中
で
、
亡
く
な
っ
た
同
人
を
悼
ん
で
詠
じ

ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
周
京
、
厲
鶚
、
杭
世

駿
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
故
郷
を
離
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
故

郷
に
帰
る
度
に
集
ま
り
、
唱
和
を
行
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
う
し
て
杭
州
で
唱
和
し
た
後
、
雍
正
十
二
年
秋
に
は
再
び

山
西
に
向
か
っ
て
旅
立
つ
。
杭
州
の
友
人
で
あ
っ
た
朱
樟
（
一

六
七
七
～
一
七
五
七
）
が
、
同
年
春
に
沢
州
府
の
知
府
と
し
て

赴
任
し
て
お
り
、
そ
の
元
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
朱
樟
は
こ
こ

で
『
沢
州
府
志
』
を
編
纂
し
、
十
三
年
に
完
成
さ
せ
て
い
る
が
、

周
京
も
編
纂
事
業
に
加
わ
っ
て
い
る[

]

。

10

周
京
の
身
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
の
は
、
乾
隆
元
年
で
あ

る
。
こ
の
年
周
京
は
山
西
、
陝
西
、
甘
粛
へ
と
旅
を
続
け
て
い

た
が
、
姚
三
辰
に
よ
っ
て
博
学
鴻
詞
に
推
挙
さ
れ
た
。
時
に
周

京
は
六
十
歳
。
全
祖
望
の
墓
志
銘
に
よ
る
と
、
北
京
ま
で
行
っ

た
も
の
の
、
病
を
口
実
に
、
結
局
試
験
を
受
け
る
こ
と
な
く
杭

州
に
帰
っ
た
と
い
う[

]

。
こ
の
年
の
博
学
鴻
詞
に
は
、
杭
州

11

か
ら
二
十
七
名
が
推
挙
さ
れ
（
『
民
国
杭
州
府
志
』
巻
一
百
十

一
選
挙
五
、
国
朝
、
制
科
）
、
厲
鶚
、
周
京
の
他
、
唱
酬
の
仲

間
で
も
あ
っ
た
杭
世
駿
、
符
曾
、
桑
調
元
、
趙
昱
、
趙
信
、
汪

沆
、
陳
撰
、
汪
台
ら
も
推
挙
さ
れ
た
。
博
学
鴻
詞
に
推
挙
さ
れ

た
こ
と
は
、
名
士
た
る
こ
と
を
社
会
的
に
保
証
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
杭
州
詩
壇
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
そ
の
名
声
を
確
か
な
も

の
と
し
た
。

三
、
杭
州
詩
社
隆
盛
期
（
乾
隆
元
年
～
乾
隆
十
四
年
）

そ
の
後
、
周
京
は
し
ば
ら
く
杭
州
に
留
ま
っ
た
が
、
乾
隆
三

年
に
再
び
北
上
し
、
沢
州
の
朱
樟
の
元
で
唱
酬
を
繰
り
返
し
た

後
、
乾
隆
六
年
に
杭
州
に
帰
る
。
時
に
周
京
六
十
六
歳
。
以
後
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は
杭
州
に
住
み
、
多
く
の
詩
人
達
と
盛
ん
に
唱
和
を
行
っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
が
杭
州
詩
会
の
最
盛
期
と
な
る
の
で
あ
る
。

周
京
が
杭
州
に
戻
っ
た
の
は
乾
隆
六
年
だ
が
、
こ
の
頃
各

地
に
散
っ
て
い
た
多
く
の
杭
州
詩
人
た
ち
も
、
次
々
に
杭
州
に

戻
っ
て
き
た
。
多
く
の
詩
人
が
こ
の
時
期
再
び
杭
州
に
集
っ
た

こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

乾
隆
庚
申
、
同
書
与
先
生
長
君
仍
叔
同
入
郡
庠
、
始
獲
拝

先
生
于
牀
下
。
…
越
三
年
、
金
冬
心
先
生
自
揚
帰
。
…
会
其

時
、
郷
耆
宿
或
致
仕
帰
田
、
或
倦
游
還
里
。
如
顧
月
田
、
沈

峙
公
、
鄭
璣
尺
、
金
江
声
、
呉
東
壁
、
周
穆
門
、
魯
秋
塍
、

厲
樊
榭
、
杭
菫
浦
、
施
竹
田
諸
先
生
、
一
時
并
集
。
而
方
外

則
有

烎
虚
、
譲
山
、
高
人
則
先
生
与
金
先
生
両
人
、
詩
社
為

最
盛
焉
。

（
丁
敬
『
硯
林
詩
集
』
梁
同
書
序
）

乾
隆
庚
申
、
同
書

先
生
の
長
君
仍
叔
と
同
に
郡
庠
に

入
り
、
始
め
て
先
生
に
牀
下
に
拝
す
る
を
獲
。
…
越
ゆ
る

こ
と
三
年
、
金
冬
心
先
生

揚
よ
り
帰
る
。
…

会

ま
其

た
ま
た

の
時
、
郷
の
耆
宿
或
ひ
は
致
仕
し
て
帰
田
し
、
或
は
倦
游

し
て
還
里
す
。
顧
月
田
、
沈
峙
公
、
鄭
璣
尺
、
金
江
声
、

呉
東
壁
、
周
穆
門
、
魯
秋

塍

、
厲
樊
榭
、
杭
菫
浦
、
施

し
よ
う

竹
田
諸
先
生
の
如
き
、
一
時
に
并
集
す
。
而
し
て
方
外
に

は
則
ち

烎
虚
、
譲
山
有
り
、
高
人
に
は
則
ち
先
生
と
金
先

い
ん

生
と
両
人
有
り
て
、
詩
社
最
盛
と
為
す
。

乾
隆
庚
申
と
は
乾
隆
五
年
の
こ
と
。
そ
の
三
年
後
に
金
農
は

揚
州
か
ら
杭
州
に
帰
郷
す
る
。
同
時
に
杭
州
を
離
れ
て
い
た
士

が
、「
致
仕
帰
田
」
と
あ
る
よ
う
に
、
官
職
を
離
れ
て
帰
郷
し
、

あ
る
い
は
「
倦
游
還
里
」
と
あ
る
よ
う
に
、
遠
遊
か
ら
戻
っ
て

き
た
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
顧
之
珽
、
沈

埁
、
鄭
江
、
金
志
章
、

呉
廷
華
、
周
京
、
魯
曽
煜
、
厲
鶚
、
杭
世
駿
、
施
安
は
、
い
ず

れ
も
杭
州
以
外
の
地
で
活
躍
し
、
こ
の
頃
故
郷
に
戻
っ
て
き
た

人
々
で
あ
る
。
例
え
ば
杭
世
駿
（
菫
浦
）
は
、
武
英
殿
纂
修
に

ま
で
登
り
つ
め
た
が
、
乾
隆
八
年
に
時
務
策
が
乾
隆
帝
の
怒
り

を
買
い
、
罷
免
さ
れ
て
北
京
か
ら
杭
州
に
帰
っ
て
き
た
。
顧
之

珽
（
月
田
）
は
、
知
県
を
務
め
て
信
頼
を
得
て
い
た
が
、
蜚
語

に
よ
っ
て
杭
州
に
帰
っ
た
。
金
農
は
揚
州
八
怪
の
一
人
と
し
て

詩
書
画
で
名
を
馳
せ
た
後
、
杭
州
に
戻
り
、
同
時
期
に
周
京
も

ま
た
各
地
を
回
っ
た
後
、
山
西
か
ら
杭
州
に
戻
っ
て
き
た
。
厲

鶚
は
揚
州
の
韓
江
詩
社
の
領
袖
と
し
て
活
躍
し
、
南
宋
に
関
連

す
る
書
物
を
多
く
編
纂
し
て
す
で
に
著
名
人
で
あ
っ
た
が
、
乾

隆
五
年
に
杭
州
に
居
を
移
し
た
。
呉
廷
華
は
、
天
津
水
西
荘
の

詩
社
で
活
躍
し
、
『
天
津
府
志
』
等
を
編
纂
し
た
後
に
、
北
京

を
経
て
杭
州
に
戻
っ
た
。
他
の
詩
人
の
帰
郷
の
様
子
は
省
略
す

る
が
、
実
に
多
く
の
詩
人
が
、
様
々
な
理
由
で
こ
の
時
期
杭
州

に
帰
っ
た
。
こ
の
時
点
で
官
職
に
あ
っ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
無

く
、
不
遇
の
名
士
達
が
杭
州
に
揃
っ
た
の
で
あ
る
。

乾
隆
始
め
の
杭
州
詩
壇
第
二
の
隆
盛
期
は
、
こ
の
よ
う
に
、

各
地
の
詩
壇
の
名
士
と
し
て
活
躍
し
た
杭
州
詩
人
が
故
郷
に
戻

り
詩
会
を
開
く
こ
と
で
も
た
ら
さ
れ
た
。
厲
鶚
や
周
京
が
若
い

頃
か
ら
杭
州
で
唱
和
を
も
っ
て
名
を
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
先

に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
今
再
び
、
杭
州
で
彼
ら
に

よ
っ
て
唱
和
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
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杭
州
詩
人
で
あ
る
袁
枚
は
、
杭
州
詩
会
の
隆
盛
を
次
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。

乾
隆
初
、
杭
州
詩
酒
之
会
最
盛
。
名
士
杭
、
厲
之
外
、
則

有
朱
鹿
田
樟
、
呉
鷗
亭
城
、
汪
抱
樸
台
、
金
江
声
志
章
、
張

鷺
洲
湄
、
施
竹
田
安
、
周
穆
門
京
、
毎
到
西
湖
堤
上
、
掎
裳

聯
襼
、
若
屛
風
然
。
有
明
中
、
譲
山
両
詩
僧
留
宿
古
寺
、
詩

成
伝
抄
、
紙
価
為
貴
。
…
…
四
十
年
来
、
儒
、
釈
両
門
、
一

斉
寂
滅
、
竟
無
継
起
者
。

（
『
随
園
詩
話
』
巻
三-

六
四
）

乾
隆
の
初
め
、
杭
州
詩
酒
の
会
最
も
盛
ん
。
名
士
杭
、

厲
の
外
、
則
ち
朱
鹿
田
樟
、
呉
鷗
亭
城
、
汪
抱
樸
台
、
金

江
声
志
章
、
張
鷺
洲
湄
、
施
竹
田
安
、
周
穆
門
京
有
り
、

西
湖
堤
上
に
到
る
毎
に
、
掎
裳
聯
襼
し
、
屛
風
の
若
く
然

り
。
明
中
、
譲
山
両
詩
僧
有
り
て
古
寺
に
留
宿
し
、
詩
成

れ
ば
伝
抄
せ
ら
れ
、
紙
価
為
に
貴
し
。
…
…
四
十
年
来
、

儒
、
釈
両
門
、
一
斉
に
寂
滅
し
、
竟
に
継
い
で
起
つ
者
無

し
。

乾
隆
年
間
の
始
め
が
、
杭
州
詩
会
が
最
も
隆
盛
の
時
だ
っ
た

と
い
う
。
名
士
杭
世
駿
、
厲
鶚
以
外
に
名
が
あ
が
る
の
は
、
朱

樟
、
呉
城
、
汪
台
、
金
志
章
、
張
湄
、
施
安
、
周
京
で
あ
る
。

代
表
的
な
詩
人
の
中
に
、
周
京
の
名
も
見
え
る
。
西
湖
の
長
堤

に
こ
れ
ら
詩
人
達
が
綺
羅
星
の
如
く
居
並
ぶ
と
い
う
の
が
こ
の

当
時
の
光
景
で
あ
っ
た
。
明
中
、
譲
山
は
、
当
時
浄
慈
寺
に
い

た
僧
侶
で
、
詩
僧
し
て
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
詩
会
は
、

浄
慈
寺
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ゆ
え
に
南
屛
詩
社

の
記
録
は
、
際
祥
纂
輯
『
勅
建
浄
慈
寺
志
』
、
及
び
同
寺
の
僧

で
あ
り
、
詩
会
に
参
加
し
た
釈
篆
玉
の
『
話
堕
集
』
、
釈
明
中

の
『

烎
虚
大
師
遺
集
』
中
に
多
く
見
え
る
。
詩
会
の
詩
が
、
ま

た
た
く
ま
に
伝
抄
さ
れ
て
、
広
く
読
ま
れ
た
と
い
う
の
は
、
同

人
の
間
だ
け
で
な
く
、
広
く
世
間
の
注
目
を
集
め
て
い
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
ず
詩
社
を
開
設
し
た
の
は
、
顧
之
珽
で
あ
る
。

憶
歳
壬
戌
、
癸
亥
間
、
顧
丈
月
田
以
詞
場
宿
老
、
号
召
同

里
詩
人
為
社
於
西
湖
、
月
必
五
六
会
。
蒸
然
発
動
、
転
相
招

引
、
振
采
騰
華
、
於
時
最
盛
。
迨
月
田
下
世
、
西
湖
壇
墠
稍

就
衰
歇
矣
。

（
杭
世
駿
『
道
古
堂
文
集
』
巻
十
二
「
遠
村
吟
稿
序
」
）

憶
ふ

歳
壬
戌
、
癸
亥
の
間
、
顧
丈
月
田

詞
場
の
宿

老
を
以
て
、
同
里
の
詩
人
を
号
召
し
て
社
を
西
湖
に
為
し
、

月
に
必
ず
五
六
た
び
会
せ
し
を
。
蒸
然
と
し
て
発
動
し
、

転
た
相
ひ
招
引
し
、
振
采
騰
華
し
、
時
に
於
い
て
最
も
盛

ん
。
月
田
下
世
す
る
に
迨
び
、
西
湖
の
壇
墠
稍
や
衰
歇
に

就
く
。

こ
れ
は
顧
之
珽
（
月
田
）
が
、
杭
州
詩
人
を
集
め
て
詩
社
を

開
い
た
様
子
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
壬
戌
、
癸
亥
は
乾
隆
七
、

八
年
に
あ
た
り
、
詩
会
は
月
に
五
、
六
回
と
い
う
ほ
ど
頻
繁
に

開
催
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
顧
之
珽
の
詩
社
に
つ
い
て
は
、
杭

世
駿
に
よ
る
顧
之
珽
の
墓
志
銘
に
そ
の
様
子
が
描
か
れ
る
。

既
帰
里
、
与
里
中
三
数
耆
老
続
南
屛
八
社
之
集
。
章
逢
之
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儒
、
瓶
払
之
衲
、
交
進
輻
輳
、
並
遊
其
門
。
務
奇
闘
険
、
窮

日
累
夕
、
至
鬻
宅
以
継
酒
食
、
而
君
不
厭
也
。

（
『
道
古
堂
文
集
』
巻
四
十
二
「
文
林
郎
行
人
司
行
人

管
理
広
東
電
白
県
知
県
事
顧
君
墓
志
銘
」
）

既
に
里
に
帰
る
や
、
里
中
の
三
数
の
耆
老
と
南
屛
八
社

の
集
に
続
く
。
章
逢
の
儒
、
瓶
払
の
衲
、
交
進
輻
輳
し
、

並
び
に
其
の
門
に
遊
ぶ
。
奇
を
務
め
険
を
闘
は
し
め
、
窮

日
累
夕
、
宅
を
鬻
ぎ
て
以
て
酒
食
を
継
ぐ
に
至
る
も
、
君

厭
は
ざ
る
な
り
。

「
南
屛
八
社
」
は
、
明
朝
の
詩
社
「
西
湖
八
社
」
の
こ
と
。

八
社
の
一
つ
が
南
屛
詩
社
で
、
浄
慈
寺
等
を
拠
点
と
し
て
活
動

し
て
い
た
。
そ
れ
に
続
く
と
い
う
の
は
、
南
屛
に
詩
社
を
結
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
儒
者
、
僧
侶
ら
が
集
ま
り
、
連
日

一
日
中
詩
会
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
詩
会
を
主
催
す

る
に
は
、
か
な
り
の
費
用
が
必
要
に
な
る
。
顧
之
珽
は
そ
の
た

め
に
自
宅
を
売
却
す
る
こ
と
す
ら
厭
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

顧
之
珽
、
字
搢
玉
、
号
茶
園
、
又
号
月
田
、
仁
和
人
。
…

中
蜚
語
罷
帰
、
与
里
中
周
京
穆
門
、
朱
樟
鹿
田
、
許
大
綸
初

観
、
鄭
江
筠
谷
、
金
志
章
江
声
、
呉
廷
華
東
壁
、
戴
廷
熺
鸝

亭
、
厲
鶚
樊
榭
、
汪
台
復
園
、
梁
啓
心
蔎
林
、
杭
世
駿
菫
浦
、

丁
敬
竜
泓
、
張
湄
柳
漁
、
江
源
敬
斎
、
陳
兆
崙
句
山
、
施
安

竹
田
、
汪
沆
西
顥
、
顧
之
麟
寸
田
、
為
湖
南
詩
社
、
掎
裳
聯

襼
、
如
屛
風
然
。
西
泠
十
子
後
、
此
為
極
盛
矣
。

（
『
国
朝
杭
郡
詩
輯
』
巻
八

顧
之
珽
）

顧
之
珽
、
字
は
搢
玉
、
茶
園
と
号
し
、
又
月
田
と
号
す
、

仁
和
の
人
。
…
蜚
語
に
中
り
て
罷
帰
し
、
里
中
の
周
京
穆

門
、
朱
樟
鹿
田
、
許
大
綸
初
観
、
鄭
江
筠
谷
、
金
志
章
江

声
、
呉
廷
華
東
壁
、
戴
廷
熺
鸝
亭
、
厲
鶚
樊
榭
、
汪
台
復

園
、
梁
啓
心
蔎
林
、
杭
世
駿
菫
浦
、
丁
敬
竜
泓
、
張
湄
柳

漁
、
江
源
敬
斎
、
陳
兆
崙
句
山
、
施
安
竹
田
、
汪
沆
西
顥
、

顧
之
麟
寸
田
と
、
湖
南
詩
社
を
為
り
、
掎
裳
聯
襼
、
屛
風

の
如
く
然
り
。
西
泠
十
子
の
後
、
此
れ
極
め
て
盛
ん
と
為

す
。

こ
れ
は
顧
之
珽
が
杭
州
詩
人
た
ち
と
詩
社
を
開
い
た
こ
と
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
。
顧
之
珽
の
詩
社
の
面
々
と
は
、
周
京
、

朱
樟
、
許
大
綸
、
鄭
江
、
金
志
章
、
呉
廷
華
、
戴
廷
熺
、
厲
鶚
、

汪
台
、
梁
啓
心
、
杭
世
駿
、
丁
敬
、
張
湄
、
江
源
、
陳
兆
崙
、

施
安
、
汪
沆
、
顧
之
麟
で
、
名
だ
た
る
杭
州
詩
人
が
一
堂
に
会

し
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
顧
之
珽
の
詩
社
は
「
湖
南
詩
社
」

と
称
し
、
「
西
泠
十
子
」
と
い
う
明
末
に
盛
ん
で
あ
っ
た
詩
社

以
来
の
詩
社
の
隆
盛
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
も
周
京
の
名
が

見
え
る
。

顧
之
珽
が
詩
社
を
結
ん
だ
翌
乾
隆
八
年
、
杭
世
駿
が
杭
州
に

戻
り
、
詩
社
を
結
ん
だ
。
杭
世
駿
の
詩
社
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
る
。

武
林
自
西
湖
八
社
而
後
、
風
雅
衰
息
幾
二
百
年
。
余
被
放

帰
田
、
於
南
屛
開
設
壇
坫
。
金
江
声
観
察
、
丁
鈍
丁
隠
君
、

周
辛
老
、
厲
樊
榭
両
徴
士
、
牽
連
入
社
、
与
君
為
文
章
性
命
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之
友
。（

杭
世
駿
『
道
古
堂
文
集
』
巻
四
十
五
「
朝
議
大
夫
刑

部
貴
州
司
主
事
呉
君
墓
表
」
）

武
林

西
湖
八
社
よ
り
し
て
後
、
風
雅
衰
息
す
る
こ
と

幾
ん
ど
二
百
年
。
余
放
た
れ
て
帰
田
し
、
南
屛
に
於
い
て

壇
坫
を
開
設
す
。
金
江
声
観
察
、
丁
鈍
丁
隠
君
、
周
辛
老
、

厲
樊
榭
両
徴
士
、
牽
連
と
し
て
社
に
入
り
、
君
と
文
章
性

命
の
友
と
為
る
。

南
屛
に
詩
社
を
開
い
た
、
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
南

屛
詩
社
で
あ
る
。
『
道
古
堂
集
』
の
汪
沆
序
に
は
、
直
接
「
南

屛
詩
社
」
と
い
う
名
称
が
見
え
る[

]

。
詩
社
に
入
っ
た
も
の

12

と
し
て
、
金
志
章
、
丁
敬
、
周
京
、
厲
鶚
の
名
が
挙
が
っ
て
い

る
。
周
京
は
杭
世
駿
の
詩
社
の
中
核
と
な
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ

た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
南
屛
詩
社
と
顧
之
珽
の
湖
南
詩
社

を
同
じ
も
の
と
す
る
見
解
と
異
な
る
も
の
と
す
る
見
解
と
が
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
同
じ
メ
ン
バ
ー
か
ら
成
立
し
て
お
り
、
名
称

は
と
も
か
く
、
実
質
的
な
活
動
内
容
は
同
じ
も
の
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う[

]

。
南
屛
詩
社
の
成
員
に
つ
い
て
は
、
残
さ
れ
た

13

詩
や
聯
句
か
ら
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
杭
世
駿
の
「
春
日

懐
吟
社
諸
公
却
寄
八
首
」
（
『
道
古
堂
詩
集
』
巻
十
七
）
に
は
、

朱
樟
、
呉
廷
華
、
梁
啓
心
、
呉
城
、
丁
敬
、
汪
台
、
金
農
、
王

曽
祥
、
符
曾
、
沈
甲
、
張
熷
、
殳
聞
、
舒
瞻
、
施
安
、
周
京
、

施
謙
、
傅
王
露
、
大
恒
（
明
中
）
、
譲
山
、
金
志
章
、
戴
廷
熺

等
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る[

]

。
杭
州
で
は
こ
れ
だ
け
で
な
く
、

14

様
々
な
詩
会
が
開
催
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
中
に
常
に
名
前
が

登
場
す
る
の
は
周
京
で
あ
っ
た
。

銭
塘
陸
曽
禹
汝
諧
、
…
汝
諧
嘗
与
毛
稚
黄
、
及
陸
進
藎
思
、

呉
允
嘉
志
上
、
徐
張
珠
暎
川
、
逢
吉
学
珊
、
王
武
功
雒
栄
、

沈
錫
輅
六
飛
、
趙
沈
壎
漁
玉
、
周
京
穆
門
、
銭
璜
他
石
、
周

崧
層
巌
、
王
嗣
槐
仲
昭
、
傅
光
遇
松
巌
、
翁
必
選
尹
若
、
必

遠
超
若
、
朱
宏
直
、
沈
可
璋
、
解
天
泳
、
釈
顕
鵬
輩
二
十
人
、

有
西
湖
讌
会
集
。
其
後
穆
門
及
鄭
筠
谷
、
呉
東
壁
、
厲
樊
榭
、

杭堇

浦
、
丁
竜
浤
、
張
柳
漁
、
陳
句
山
、
施
竹
田
、
汪
西
灝
、

金
志
章
、
江
声
、
戴
廷
熺
鸝
亭
、
汪
台
復
園
、
梁
啓
心
蔎
林
、

江
源
敬
斎
、
顧
之
珽
月
田
、
之
麟
寸
田
、
湖
南
詩
社
吟
賞
為

盛
。

（
楊
鍾
羲
『
雪
橋
詩
話
続
集
』
巻
三
）

銭
塘
の
陸
曽
禹
汝
諧
、
…
…
汝
諧
嘗
て
毛
稚
黄
、
及
び

陸
進
藎
思
、
呉
允
嘉
志
上
、
徐
張
珠
暎
川
、
逢
吉
学
珊
、

王
武
功
雒
栄
、
沈
錫
輅
六
飛
、
趙
沈
壎
漁
玉
、
周
京
穆
門
、

銭
璜
他
石
、
周
崧
層
巌
、
王
嗣
槐
仲
昭
、
傅
光
遇
松
巌
、

翁
必
選
尹
若
、
必
遠
超
若
、
朱
宏
直
、
沈
可
璋
、
解
天
泳
、

釈
顕
鵬
輩
二
十
人
と
、
西
湖
讌
会
集
有
り
。
其
の
後
穆
門

及
び
鄭
筠
谷
、
呉
東
壁
、
厲
樊
榭
、
杭堇

浦
、
丁
竜
浤
、

張
柳
漁
、
陳
句
山
、
施
竹
田
、
汪
西
灝
、
金
志
章
、
江
声
、

戴
廷
熺
鸝
亭
、
汪
台
復
園
、
梁
啓
心
蔎
林
、
江
源
敬
斎
、

顧
之
珽
月
田
、
之
麟
寸
田
、
湖
南
詩
社
に
吟
賞
し
盛
と
為

す
。

こ
こ
で
は
、
南
屛
詩
社
以
前
の
詩
会
と
し
て
「
西
湖
讌
会
集
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
後
の
湖
南
詩
社
の
唱
和
と
合
わ
せ
、
い
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ず
れ
の
詩
会
に
も
参
加
し
て
い
る
の
は
周
京
だ
け
で
あ
る
。
杭

州
の
様
々
な
詩
人
の
唱
和
詩
の
記
録
に
周
京
の
名
は
見
え
、
周

京
が
精
力
的
に
詩
会
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
時
に

は
、
周
京
が
主
催
し
た
と
思
わ
れ
る
詩
会
も
あ
る[

]

。
『
無
悔

15

斎
集
』
を
見
て
も
、
乾
隆
年
間
に
杭
州
に
帰
っ
て
以
後
は
、
複

数
の
詩
人
と
の
唱
和
詩
が
多
く
、
周
京
の
詩
作
が
詩
会
と
切
り

離
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
清
代
杭
州
詩
史
に
残
る
大
規
模
な
詩
会
が

二
度
開
催
さ
れ
た
。
一
度
は
乾
隆
九
年
（
一
七
四
四
）
七
月
十

二
日
に
、
詩
社
同
人
で
あ
る
汪
台
が
私
園
「
復
園
」
に
杭
州
詩

人
達
を
招
い
て
開
催
し
た
復
園
で
の
詩
会
で
あ
る
。
そ
の
様
子

は
「
復
園
紅
板
橋
詩
」
（
『
武
林
掌
故
叢
編
』
所
収
）
に
ま
と

め
ら
れ
、
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
詩
会
に
は
周
京
を
筆
頭
に
、
顧

之
珽
、
金
志
章
、

許
承
祖
、
鄭
江
、
厲
鶚
、
丁
敬
、
梁
啓
心
、

金
農
、
呉
城
、
杭
世
駿
、
魯
曽
煜
、
釈
明
中
、
釈
篆
玉
、
崧
亭
、

祝
維
誥
、
銭
載
、
許
大
綸
、
汪
仲
鈖
、
汪
台
の
二
十
名
が
参
加

し
、
各
人
の
詩
の
他
、
「
二
十
人
姓
氏
爵
里
考
」
な
る
簡
単
な

伝
記
資
料
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
参
加
者
は
全
て
浙
江
の
詩
人

で
、
う
ち
十
四
名
が
杭
州
詩
人
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
に
、
揚
州

の
韓
江
詩
社
あ
る
い
は
天
津
の
水
西
荘
の
詩
社
で
、
詩
会
が
盛

ん
に
開
か
れ
、
盛
事
と
称
賛
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
の
詩
壇
も
、

客
人
と
し
て
迎
え
た
杭
州
を
始
め
と
す
る
浙
江
詩
人
が
詩
社
の

中
心
と
な
っ
て
お
り
、
浙
江
の
名
士
に
よ
っ
て
詩
壇
の
名
を
高

め
て
い
た
。
一
方
、
乾
隆
初
期
の
杭
州
詩
会
は
、
そ
れ
ら
の
地

方
都
市
の
詩
社
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
た
杭
州
詩
人
達
が
、

一
堂
に
会
し
た
詩
会
で
あ
り
、
杭
州
と
い
う
一
地
方
の
詩
会
で

あ
り
な
が
ら
、
広
く
注
目
を
集
め
る
も
の
と
な
っ
た
。
「
復
園

紅
板
橋
詩
」
の
巻
末
に
は
、
附
録
と
し
て
杭
州
内
外
の
詩
人
に

よ
る
題
詠
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
面
々
を
全
て
挙
げ
る
こ
と

は
省
略
す
る
が
、
姚
鼐
、
呉
錫
麒
は
じ
め
、
学
者
、
芸
術
家
と

し
て
知
ら
れ
る
人
々
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
こ
の
詩
会
に
対
す

る
注
目
度
と
詩
会
の
質
の
高
さ
と
い
う
も
の
を
窺
わ
せ
る
。
そ

の
詩
会
で
最
初
に
詩
が
記
載
さ
れ
る
の
が
周
京
で
あ
る
。

更
に
二
年
後
の
乾
隆
十
一
年
三
月
三
日
、
杭
州
で
は
更
に
大

規
模
な
詩
会
が
開
か
れ
る
。
そ
れ
が
杭
州
知
府
鄂
敏
が
主
催
し

た
「
西
湖
修
禊
」
で
あ
る
。
集
ま
っ
た
詩
人
は
六
十
一
名
、
う

ち
浙
江
出
身
で
な
い
の
は
、
鄂
敏
を
含
め
て
七
名
の
み
。
他
は

全
て
浙
江
の
詩
人
で
あ
り
、
三
十
五
名
が
杭
州
詩
人
で
あ
る
。

参
加
者
一
覧
は
以
下
の
通
り
。

梁
文
濂
、
周
京
、
金
志
章
、
金
農
、
厲
鶚
、
丁
敬
、
張
湄
、

陳
兆
嵋
、
呂
伊
、
呉
城
、
施
安
、
陸
秩
、
呉
玉
増
、
施
庭
樞
、

周
宸
望
、
丁
健
、
呉
璠
増
、
施
学
濂
、
呉
玉
墀
、
厲
志
黼
、

許
大
綸
、
孫
陳
典
、
胡
兟
、
汪
台
、
梁
啓
心
、
顧
正
謙
、
杭

世
駿
、
王
曾
祥
、
顧
之
鱗
、
張

熷
、
皇
甫
鯤
、
孫
庭
蘭
、
杭

世
瑞
、
趙
一
淸
、
呉
中
麟
、
茅
応
奎
、
孫
林
、
周
羽
逵
、
魯

曽
煜
、
陸
培
、
張
雲
錦
、
葉
鑾
、
陸
騰
、
施
謙
、
許
承
祖
、

全
祖
望
、
銭
石
載
、
徐
以
震
、
徐
柳
坤
、
明
中
、
譲
山
、
篆

玉
、
劉
琦
、
汪
啓
淑
、
施
念
曽
、
舒
瞻
、
周
宣
猷
、
余
緒
光
、

鄂
敏
。
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そ
れ
ま
で
詩
会
を
主
催
し
て
い
た
顧
之
珽
は
、
こ
の
前
年
に

亡
く
な
っ
て
お
り
、
名
が
見
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

だ
け
の
大
人
数
が
参
加
す
る
詩
会
と
い
う
の
は
、
杭
州
で
も
類

が
な
く
、
杭
州
の
一
大
盛
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
詩
会
は
「
西
湖

修
禊
詩
」
一
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
杭
州
最
大
の
詩
会
を
ま

と
め
た
詩
集
に
お
い
て
、
序
は
主
催
者
た
る
鄂
敏
が
書
い
て
い

る
が
、
後
序
は
周
京
が
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
周
京
が
詩
壇
の

代
表
者
た
る
位
置
に
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
乾
隆
初
期
の
杭
州
の
詩
会
に
は
常
に
周
京
の

名
が
見
え
、
重
要
な
詩
会
で
は
詩
壇
を
代
表
す
る
者
と
し
て
登

場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
詩
会
の
領
袖

周
京
が
杭
州
詩
会
の
領
袖
で
あ
っ
た
こ
と
を
直
接
示
す
の

が
、
「
杭
之
詩
人
為
社
集
、
群
雅
所
萃
、
奉
穆
門
為
職
志
。
（
杭

の
詩
人

社
集
を
為
し
、
群
雅
の
萃
ま
る
所
、
穆
門
を
奉
じ
て

職
志
と
為
す
。
）
」
（
全
祖
望
『
鮚
埼
亭
集
』
内
篇
巻
十
九
「
周

穆
門
墓
志
銘
」
）
の
一
文
で
あ
る
。
ま
た
他
に
も
厲
鶚
「
哭
周

穆
門
先
生
」
（
『
無
悔
斎
集
』
附
録
）
に
「
山
水
空
留
汐
社
期

（
山
水
空
し
く
留
む

汐
社
の
期
）
」
の
句
が
あ
り
、
自
注
に

「
六
年
来
同
人
結
社
湖
上
、
先
生
為
之
領
袖
（
六
年
来
同
人
湖

上
に
結
社
し
、
先
生
之
が
領
袖
と
為
る
）
」
と
言
う
。
こ
れ
は

乾
隆
期
の
杭
州
詩
壇
隆
盛
の
折
、
周
京
が
詩
社
の
領
袖
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
梁
文
濂
「
哭
周
穆
門
先

生
」
に
は
「
武
林
風
雅
甲
天
下
、
招
邀
朋
輩
聨
詩
盟
。
推
君
高

座
主
壇
坫
、
紀
律
厳
于
細
柳
営
。
（
武
林
の
風
雅

天
下
に
甲

た
り
、
朋
輩
を
招
邀
し
て
詩
盟
を
聯
ぬ
。
君
を
高
座
に
推
し
て

壇
坫
に
主
た
ら
し
め
、
紀
律

細
柳
営
よ
り
厳
た
り
。
）
」
と

あ
り
、
こ
れ
も
周
京
を
杭
州
詩
会
の
領
袖
と
し
て
皆
が
推
し
た

こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
周
京
…
晩
歳
息
影
湖
山

里
中
為
社
集
者
、
咸
為
職
志
。
（
晩
歳

湖
山
に
息
影
し

里

中
の
社
集
を
為
す
者
、
咸
職
志
と
為
す
。
）
」
（
『
国
朝
杭
郡
詩

み
な

輯
』
巻
十
七

周
京
）
か
ら
も
、
周
京
が
隆
盛
期
の
杭
州
詩
壇

の
領
袖
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
乾
隆
初
期
の
詩
社
の
最
盛
期
に
お
い
て
、
周

京
は
杭
州
詩
社
の
領
袖
た
る
存
在
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
以
下
、
そ
の
要
因
を
考
え
て
み
る
。

ま
ず
、
遠
遊
に
出
る
以
前
か
ら
厲
鶚
ら
と
の
詩
会
で
す
で
に

領
袖
的
存
在
だ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
厲
鶚
が
二
十
代
の
頃
、

年
上
の
周
京
を
首
唱
と
し
て
仲
間
達
と
詩
会
を
楽
し
ん
で
い
た

こ
と
は
、
先
に
厲
鶚
「
無
悔
斎
詩
集
序
」
で
見
た
と
お
り
で
あ

る
。
そ
の
様
子
を
こ
こ
に
再
度
挙
げ
て
み
る
と
、「
酒
闌
灯

灺
、

逸
韻
横
飛
、
必
推
周
兄
穆
門
為
首
唱
。
穆
門
詩
主
気
格
、
以
豪

健
為
尚
、
淋
漓
排
奡
、
往
往
一
座
尽
傾
。
詩
成
、
毎
撃
節
自
歌
、

淵
淵
乎
声
若
出
金
石
、
予
輩
亦
従
而
和
之
。
少
年
気
盛
、
曽
不

知
老
之
将
至
也
。
（
酒

闌

に
灯

灺
え
ん
と
し
、
逸
韻
横
飛
す

た
け
な
わ

き

る
に
、
必
ず
周
兄
穆
門
を
推
し
て
首
唱
と
為
す
。
穆
門

詩
は

気
格
を
主
と
し
、
豪
健
を
以
て
尚
し
と
為
し
、
淋
漓
と
し
て
奡

を
排
し
、
往
往
一
座
尽
く
傾
く
。
詩
成
れ
ば
、
毎
に
節
を
撃
ち

て
自
ら
歌
ひ
、
淵
淵
乎
と
し
て
声

金
石
よ
り
出
づ
る
が
若
く
、

予
が
輩
も
亦
た
従
ひ
て
之
に
和
す
。
）
」
と
、
周
京
の
豪
放
で

気
品
高
い
詩
に
一
座
が
圧
倒
さ
れ
、
そ
の
歌
に
皆
が
和
し
た
様
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子
を
伝
え
て
お
り
、
当
時
周
京
は
若
者
た
ち
を
惹
き
つ
け
詩
会

を
牽
引
す
る
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
乾
隆
初

期
の
詩
社
に
は
、
厲
鶚
と
同
世
代
の
鄭
江
、
呉
廷
華
、
符
曾
ら

が
参
加
し
て
お
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
そ
れ
は
若
い
頃
の
活
気
あ

ふ
れ
る
詩
社
の
再
現
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
乾
隆
八
年
か
ら
の
詩

会
の
隆
盛
時
、
厲
鶚
は
五
十
代
で
既
に
名
を
知
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
の
厲
鶚
が
「
如
君
行
誼
友
兼
師
（
君
の
行
誼
の
如
き
は
友

師
を
兼
ぬ
）
」（
『
無
悔
斎
集
』
附
録

厲
鶚
「
哭
周
穆
門
先
生
」
）

と
い
う
よ
う
に
、
周
京
を
師
と
仰
い
だ
こ
と
も
、
皆
が
領
袖
と

認
め
る
一
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
周
京
は
詩
壇
の
最
年
長
者
で
あ
っ
た
。
杭
世
駿
よ
り

十
九
歳
、
厲
鶚
よ
り
十
五
歳
年
上
で
あ
っ
た
周
京
が
、
一
歳
年

下
の
顧
之
珽
が
乾
隆
十
年
に
世
を
去
っ
て
以
後
、
最
長
老
の
立

場
に
な
っ
た
こ
と
も
、
領
袖
に
推
さ
れ
る
に
た
る
理
由
で
あ
っ

た
。ま

た
詩
そ
の
も
の
が
文
学
的
に
評
価
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

も
、
詩
会
の
領
袖
た
る
う
る
要
件
で
あ
ろ
う
。
遠
遊
に
出
る
以

前
か
ら
、
周
京
の
詩
名
が
す
で
に
高
か
っ
た
こ
と
は
、
「
穆
門

以
詩
名
天
下
五
十
余
年
。
（
穆
門
詩
を
以
て
天
下
に
名
あ
る
こ

と
五
十
余
年
。
）
」
（
全
祖
望
「
周
穆
門
先
生
墓
志
銘
」
）
か
ら

も
わ
か
る
。
乾
隆
期
の
詩
社
で
も
、
同
人
達
は
周
京
の
詩
の
巧

み
さ
を
認
め
て
い
た
。
詩
壇
の
主
催
者
で
も
あ
っ
た
杭
世
駿
は
、

「
春
日
懐
吟
社
諸
侯
」
第
五
首
で
周
京
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
尾

聯
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

月
翁
辛
老
紛
遺
稿

月
翁
辛
老

遺
稿
紛
た
り

次
第
煩
君
棗
木
鐫

次
第
君
を
煩
は
し
て
棗
木
鐫
す

自
注
「
舒
明
府
瞻
与
施
上
舎
安
、
謀
刻
顧
行
人
之
珽
、
周

徴
君
京
遺
詩
、
周
詩
已
竟
工
矣
。
」

自
注
「
舒
明
府
瞻
と
施
上
舎
安
と
、
顧
行
人
之
珽
、
周

徴
君
京
の
遺
詩
を
刻
せ
ん
こ
と
を
謀
る
。
周

詩
已
に
竟
に
工
な
り
。
」

（
『
道
古
堂
詩
集
』
巻
十
七
『
嶺
南
集
』
「
春
日
懐
吟
社

諸
侯
」
第
五
首
）

こ
れ
は
舒
瞻
が
、
施
安
と
と
も
に
顧
之
珽
と
周
京
の
遺
詩
を

刊
行
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
自
注
の

最
後
に
、
「
周
詩
已
竟
工
矣
」
と
周
京
の
詩
の
工
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
同
じ
く
刊
行
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
顧
之
珽

に
つ
い
て
は
何
も
評
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
周
京
の
詩
を
特

に
認
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
朱
樟
も
「
句
法
驚
流
輩
、

交
情
振
古
風
。
（
句
法

流
輩
を
驚
か
し
め
、
交
情

古
風
に

振
る
ふ
）
。
」
（
『
無
悔
斎
集
』
附
録
「
哭
周
穆
門
先
生
」
）
と
詩

の
非
凡
さ
を
讃
え
、
梁
啓
心
は
「
墓
門
表
碣
題
徴
士
、
身
後
文

章
属
大
家
。
（
墓
門
表
碣

徴
士
と
題
す
る
も
、
身
後
文
章

大
家
に
属
す
。
）
」
（
『
無
悔
斎
集
』
附
録
「
歳
庚
午
春
仲
同
人

至
湖
上
埽
穆
門
先
生
墓
用
皮
襲
美
弔
張
処
士
韻
」
）
と
、
身
分

と
し
て
は
無
名
の
存
在
で
あ
っ
て
も
、
文
学
的
評
価
に
よ
っ
て

周
京
が
世
に
伝
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
乾
隆

年
間
の
詩
会
に
あ
っ
て
、
周
京
の
詩
の
巧
み
さ
は
定
評
が
あ
っ

た
と
言
え
る
。

更
に
書
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
と
り
わ
け
詩
会

- 54 -

で
の
人
気
を
集
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
金
農
が
「
詩
編
伝
北
郭
、

書
蹟
満
東
呉
。
（
詩
編
は
北
郭
に
伝
は
り
、
書
蹟
は
東
呉
に
満

つ
。
）
」
（
『
無
悔
斎
集
』
附
録

金
農
「
哭
周
穆
門
先
生
」
）
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
周
京
は
詩
と
書
と
の
い
ず
れ
で
も
名
が

あ
っ
た
。
全
祖
望
の
墓
志
銘
に
見
え
る
「
詩
成
穆
門
以
長
箋
写

之
、
酔
墨
淋
漓
、
姿
趣
頽
放
、
或
弁
数
語
於
其
端
、
得
者
以
為

鴻
宝
。
（
詩
成
れ
ば
穆
門

長
箋
を
以
て
之
を
写
し
、
酔
墨
淋

漓
、
姿
趣
頽
放
た
り
て
、
或
ひ
は
数
語
を
其
の
端
に
弁
ず
れ
ば
、

得
る
者
以
て
鴻
宝
と
為
す
。
）
」
と
い
う
逸
話
は
、
詩
会
で
周

京
の
詩
と
と
も
に
、
書
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
「
書
法
奇
逸
、
酒
酣
興
到
数
十
紙
立
尽
。
（
書
法
奇
逸
、

酒
酣
に
し
て
興
到
れ
ば
数
十
紙
立
ち
ど
こ
ろ
に
尽
く
。
）
」（
『
民

国
杭
州
府
志
』
巻
一
百
四
十
五

周
京
）
も
詩
会
の
光
景
で
あ

る
が
、
周
京
が
酒
に
酔
い
興
に
乗
っ
て
勢
い
よ
く
筆
を
走
ら
せ

た
書
が
詩
会
を
盛
り
上
げ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
要
素
に
加
え
、
周
京
の
人
柄
も
ま
た
同
人
達
が
慕

っ
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
符
曾
は
「
穆
門
文
章
、
書
法
為
世
所
推
、

何
待
予
言
。
惟
生
平
高
節
人
、
未
及
知
、
不
敢
不
為
之
闡
揚
者
。

（
穆
門
文
章
、
書
法
は
世
の
推
す
所
と
為
る
、
何
ぞ
予
の
言
ふ

を
待
た
ん
。
惟
だ
生
平
高
節
の
人
た
る
は
、
未
だ
知
る
に
及
ば

ざ
れ
ば
、
敢
え
て
之
が
為
に
闡
揚
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
者
な

り
。
）
」
（
『
春
鳧
小
稿
』
「
挽
周
穆
門
」
注
）
と
、
詩
と
書
は
す

で
に
世
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
自
分
が
喧
伝
し
た
い
の
は
、
周

京
の
高
節
だ
と
力
説
し
て
い
る
。
ま
た
全
祖
望
の
墓
志
銘
も
周

京
の
高
節
を
記
す
。

其
人
淵
然
湛
然
、
莫
能
窺
其
涯
涘
、
渾
淪
元
気
、
充
積
眉

宇
、
蓋
古
黄
叔
度
、
陳
仲
弓
之
流
也
。
士
無
賢
不
肖
、
皆
曰
、

「
周
先
生
長
者
。
」
乃
其
中
則
有
確
乎
不
可
抜
者
、
而
不
以

形
迹
自
見
。
大
科
之
役
、
姚
侍
郎
三
辰
薦
之
、
穆
門
力
辞
不

得
、
応
徴
至
京
、
徘
徊
公
車
門
下
数
日
、
称
疾
卒
不
就
試
以

帰
、
莫
能
測
也
。
已
而
始
服
其
高
。

其
の
人
淵
然
湛
然
と
し
て
、
能
く
其
の
涯
涘
を
窺
ふ
莫

く
、
渾
淪
た
る
元
気
、
眉
宇
に
充
積
し
、
蓋
し
古
の
黄
叔

度
、
陳
仲
弓
の
流
な
り
。
士
は
賢
不
肖
と
無
く
、
皆
曰
く
、

「
周
先
生
は
長
者
な
り
」
と
。
乃
ち
其
の
中
に
は
則
ち
確

乎
と
し
て
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
者
有
り
て
、
形
迹
を
以
て
自

ら
見
は
れ
ず
。
大
科
の
役
、
姚
侍
郎
三
辰

之
を
薦
め
、

穆
門
力
め
て
辞
す
る
も
得
ず
、
徴
に
応
じ
て
京
に
至
り
、

公
車
の
門
下
を
徘
徊
す
る
こ
と
数
日
、
疾
と
称
し
て
卒
に

試
に
就
か
ず
し
て
以
て
帰
る
は
、
能
く
測
る
莫
き
な
り
。

已
に
し
て
始
め
て
其
の
高
き
に
服
す
。

「
黄
叔
度
」
は
漢
の
黄
憲
の
こ
と
。
字
を
叔
度
と
い
い
、
孝

廉
に
挙
げ
ら
れ
、
公
府
に
召
さ
れ
て
都
に
上
っ
た
が
、
仕
官
せ

ず
帰
っ
た
。
そ
の
品
性
の
高
潔
さ
学
問
の
高
さ
を
評
さ
れ
た
人

物
で
あ
る
。
「
陳
仲
弓
」
は
、
後
漢
の
陳

寔
の
こ
と
。
字
を

ち
ん
し
よ
く

仲
弓
と
い
う
。
清
廉
な
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
宦
官
の
専
横
に

反
対
し
て
党
錮
の
禁
を
受
け
、
以
後
請
わ
れ
て
も
出
仕
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
周
京
も
博
学
鴻
試
に
推
挙
さ
れ
、
断
り
切
れ

ず
上
京
し
て
、
結
局
病
と
称
し
て
帰
郷
し
た
。
そ
し
て
困
窮
の

う
ち
に
生
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
高
潔
さ
に
皆
感
服
し
た
と
い
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う
。
厲
鶚
も
や
は
り
博
学
鴻
試
に
応
じ
ず
に
帰
っ
て
お
り
、
杭

世
駿
も
ま
た
皇
帝
に
忌
憚
の
無
い
意
見
を
突
き
つ
け
て
罷
免
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
俗
世
の
栄
誉
に
背
を
向
け
た
詩
人
達

が
集
ま
っ
た
こ
と
も
、
詩
社
の
名
声
を
高
め
た
一
因
で
あ
る
。

そ
の
中
で
遠
遊
を
続
け
、
貧
し
い
中
で
友
人
や
家
族
を
助
け
た

逸
話
を
多
く
残
す
周
京
は[

]

、
詩
社
同
人
の
尊
敬
を
集
め
る

16

こ
と
と
な
り
、
領
袖
た
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
周
京
の
詩
風
と
浙
派

さ
て
、
こ
こ
で
改
め
て
周
京
の
詩
風
が
い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
を
み
て
お
こ
う
。
厲
鶚
の
「
無
悔
斎
詩
集
序
」
（
『
無

悔
斎
集
』
）
は
、
周
京
の
詩
の
特
徴
を
、
時
期
に
わ
け
て
説
明

す
る
。
ま
ず
若
い
頃
の
詩
を
「
詩
主
気
格
、
以
豪
健
為
尚
。（
詩

は
気
格
を
主
と
し
、
豪
健
を
以
て
尚
し
と
為
す
。
）
」
と
し
、

遠
遊
で
見
聞
を
深
め
た
時
の
詩
に
つ
い
て
は
「
其
豪
也
根
于
理
、

其
健
也
閲
乎
境
。
其
の
豪
た
る
や
理
に
根
ざ
し
、
其
の
健
た
る

や
境
を
閲
す
。
）
」
と
、
そ
の
豪
健
さ
に
実
体
験
に
基
づ
く
奥

行
き
が
加
わ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
晩
年
の
詩
社
で
の
詩
に

つ
い
て
は
、
「
白
鴎
導
我
有
閑
意
、
青
柳
笑
人
成
老
夫
。
（
白

鴎

我
に
閑
意
有
る
を
導
き
、
青
柳

人
の
老
夫
と
成
る
を
笑

ふ
。
）
」
（
「
三
月
十
四
日
寿
門
樊
榭
抱
樸
同
酌
江
声
于
湖
上
分

韻
」
（
『
無
悔
斎
集
』
巻
十
一
）)

[
]

の
句
を
と
り
あ
げ
、
「
此

17

其
胸
中
豈
有
繊
毫
流
俗
者
哉
。
（
此
れ
其
の
胸
中
豈
に
繊
毫
も

流
俗
な
る
者
有
ら
ん
や
。
）
」
と
、
俗
と
相
反
す
る
高
潔
な
精

神
を
反
映
す
る
も
の
と
評
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
句
に
は
、
沈

徳
潜
も
「
風
趣
可
挹
（
風
趣
挹
む
べ
し
）
」（
『
国
朝
詩
別
裁
集
』

巻
二
十
九
）
と
い
う
賛
辞
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
豪

放
な
る
詩
風
を
根
底
に
、
経
験
と
歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
奥
行

き
を
加
え
、
高
潔
で
風
趣
に
富
む
詩
風
と
な
っ
て
い
っ
た
い
う

の
が
、
厲
鶚
に
よ
る
分
析
で
あ
る
。
ま
た
沈
徳
潜
は
、
周
京
の

詩
に
つ
い
て
「
詩
体
和
平
中
正
、
不
為
鑱
刻
艱
深
之
語
。
（
詩

体
は
和
平
中
正
、
鑱
刻
艱
深
の
語
を
為
さ
ず
。
）
」
と
、
小
難

し
い
言
葉
を
無
理
矢
理
使
う
こ
と
な
く
、
和
平
中
正
な
も
の
で

あ
る
と
も
評
し
て
い
る
。
ま
と
め
る
と
、
飾
り
気
が
な
く
、
豪

放
で
気
品
を
が
あ
り
、
旅
の
経
験
に
基
づ
く
深
み
が
あ
り
、
且

つ
「
清
曠
越
俗
」
（
舒
瞻
「
無
悔
斎
集
序
」
）
と
い
う
べ
き
、

俗
と
か
け
離
れ
た
清
な
る
風
格
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
、
周
京

の
詩
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
周
京
は
、
厲
鶚
を
中
心
と
す
る
浙
派
と
い
わ
れ

る
詩
派
の
一
員
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
「
呉
焯
、

周
京
等
人
、
這
是
一
批
与
厲
鶚
存
有
師
友
之
誼
、
唱
和
頻
頻
、

対
「
浙
派
」
的
発
展
很
有
関
係
的
詩
人
。
…
…
高
峰
期
正
是
乾

隆
期
、
周
京
是
個
核
心
人
物
。
（
厳
迪
昌
『
清
詩
史
』
浙
江
古

籍
出
版
社

二
〇
〇
二
「
第
六
章

乾
嘉
時
期
地
域
詩
派
詩
群

巡
視

第
一
節

以
厲
鶚
為
代
表
的
浙
派
」
）
と
あ
る
よ
う
に
、

周
京
は
浙
派
の
領
袖
と
さ
れ
る
厲
鶚
と
師
友
の
関
係
に
あ
り
、

ま
た
浙
派
の
最
盛
期
と
さ
れ
る
乾
隆
年
間
の
杭
州
詩
会
の
時
期

に
、
厲
鶚
と
頻
繁
に
唱
和
し
た
こ
と
か
ら
、
浙
派
の
中
核
と
な

る
人
物
で
あ
る
、
と
す
る
見
方
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
厲
鶚
を
中
心
と
す
る
浙
派
は
、
宋
詩
の
尊
重
を
始

め
幾
つ
か
の
特
徴
を
持
つ
が
、
尤
も
特
徴
的
と
さ
れ
る
の
が
、

豊
富
な
知
識
に
基
づ
い
て
詩
の
字
句
に
凝
っ
た
点
で
あ
ろ
う
。
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吾
郷
詩
有
浙
派
、
好
用
替
代
字
、
蓋
始
于
宋
人
、
而
成
于

厲
樊
榭
…
樊
榭
在
揚
州
馬
秋
玉
家
、
所
見
説
部
書
多
、
好
用

僻
典
及
零
碎
故
事
。

（
袁
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
九-

八
三
）

吾
が
郷
の
詩
に
浙
派
有
り
、
好
ん
で
替
代
の
字
を
用
ふ

る
は
、
蓋
し
宋
人
に
始
ま
り
て
、
厲
樊
榭
に
成
る
。
…
樊

榭

揚
州
馬
秋
玉
の
家
に
在
り
、
見
る
所
の
説
部
の
書
多

く
、
好
ん
で
僻
典
及
び
零
碎
な
る
故
事
を
用
ふ
る
な
り
。

浙
派
詩
喜
用
新
僻
小
典
、
妝
点
極
工
緻
、
其
貽
譏
餖
飣
即

在
此
、
厲
樊
榭
亦
然
、
冬
心
尤
以
此
自
喜
。
此
杭
州
南
屛
詩

社
一
派
也
。

(

徐
珂
『
清
稗
類
鈔
』
文
学
類
「
金
冬
心
詩
為
南
屛
詩
社
派
」
）

浙
派
詩
喜
ん
で
新
僻
小
典
を
用
ひ
、
妝
点
は
工
緻
を
極

め
、
其
の
餖
飣
を
貽
譏
せ
ら
る
る
は
即
ち
此
に
在
り
、
厲

樊
榭
も
亦
た
然
り
、
冬
心
尤
も
此
を
以
て
自
ら
喜
ぶ
。
此

れ
杭
州
南
屛
詩
社
一
派
な
り
。

『
随
園
詩
話
』
は
、
蔵
書
の
書
籍
か
ら
得
た
豊
富
な
知
識
に

よ
っ
て
僻
典
や
微
細
な
故
事
を
用
い
、
そ
の
た
め
に
言
葉
の
言

い
換
え
が
多
か
っ
た
厲
鶚
の
詩
法
を
、
浙
派
の
特
徴
と
し
て
挙

げ
て
い
る
。
ま
た
『
清
稗
類
鈔
』
で
は
、
僻
典
を
好
み
、
字
句

の
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
古
語
を
弄
ぶ
と
批
判
さ
れ
た
こ
と
を
記

し
、
厲
鶚
と
金
農
が
こ
の
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
が
杭
州
南
屛
詩

社
一
派
だ
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
学
識
を
も
と
に
典
故
や
文
字
遣

い
に
凝
っ
た
浙
派
を
、
南
屛
詩
社
詩
人
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
厲
鶚
、
杭
世
駿
、
金
農
は
浙
派
の
代
表
と
さ
れ
る
が
、

彼
ら
が
い
ず
れ
も
南
屛
詩
社
の
社
員
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
乾

隆
期
の
浙
派
イ
コ
ー
ル
南
屛
詩
社
と
と
ら
え
る
論
考
は
少
な
く

な
い
。
鄭
幸
「
南
屛
詩
社
考
」
（
『
厦
門
教
育
学
院
学
報
』
第

九
巻
第
二
期

二
〇
〇
七
）
で
は
、
「
南
屛
詩
社
已
経
不
僅
僅

是
一
個
簡
単
的
文
学
団
体
、
其
社
員
共
同
的
芸
術
追
求
和
旨
趣

愛
好
、
無
形
固
化
為
一
種
独
特
的
審
美
風
格
、
并
被
後
世
冠
以

狭
義
「
浙
派
」
之
名
而
流
伝
千
古
。
這
也
確
実
是
很
多
所
謂
流

派
的
産
生
模
式
、
即
有
着
相
同
或
相
近
旨
趣
愛
好
的
文
人
彼
此

吸
引
彼
此
結
交
、
在
形
成
一
個
并
不
厳
格
的
交
游
圏
的
同
時
、

又
互
相
影
響
彼
此
的
詩
文
風
格
、
最
後
形
成
某
種
能
被
総
結
的

規
律
性
特
徴
。
」
と
、
南
屛
詩
社
が
同
じ
嗜
好
の
詩
人
た
ち
の

集
ま
り
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
周
京
の
「
詩
体
和
平
中

正
、
不
為
鑱
刻
艱
深
之
語
。
」
と
い
う
詩
風
は
、
上
記
の
浙
派

の
特
徴
と
は
正
反
対
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
周
京
が

「
杭
之
詩
人
為
社
集
、
群
雅
所
萃
、
奉
穆
門
為
職
志
。
」
（
全

祖
望
「
周
穆
門
先
生
墓
志
銘
」
）
と
あ
る
よ
う
に
、
南
屛
詩
社

の
詩
会
で
領
袖
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

南
屛
詩
社
が
、
そ
の
ま
ま
浙
派
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
事

実
と
そ
ぐ
わ
な
い
。
ま
た
、
浙
派
の
代
表
と
さ
れ
南
屛
詩
社
の

主
人
公
で
も
あ
っ
た
杭
世
駿
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

余
嘗
謂
、
風
雅
一
事
、
雖
各
有
承
稟
、
要
以
持
人
情
性
足

尚
。
依
阿
為
随
、
歩
趨
不
易
、
如
明
七
子
、
十
子
及
国
朝
西

泠
十
子
、
考
辞
懐
響
、
若
出
一
手
、
比
観
数
集
、
輒
令
人
気
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索
。
吾
里
詩
人
則
或
尚
豪
健
、
或
擅
敷
腴
、
或
務
堅
痩
、
或

披
豁
群
紛
、
或
原
本
積
冊
、
有
専
長
無
定
格
、
期
達
吾
志
以

止
。
昔
月
田
為
社
時
、
毎
軒
衣
張
眉
、
援
筆
無
所
顧
譲
、
及

閲
諸
人
作
、
則
撫
髀
歎
曰
、「
何
哉
、
筆
陣
参
差
変
異
若
是
。

公
等
其
各
為
雄
長
可
矣
。
」

（
杭
世
駿
『
道
古
堂
文
集
』
卷
十
二
「
遠
村
吟
稿
序
」
）

余
嘗
て
謂
へ
ら
く
、
風
雅
の
一
事
、
各
の
承
稟
有
り
と

雖
も
、
要
ず
人
の
情
性
を
持
す
る
を
以
て
尚
ぶ
に
足
る
、

と
。
依
阿
と
し
て
随
を
為
し
、
歩
趨
易
へ
ず
、
明
七
子
、

十
子
及
び
国
朝
西
泠
十
子
の
如
き
は
、
考
辞
懐
響
、
一
手

に
出
る
が
若
く
、
数
集
を
比
べ
観
る
に
、
輒
ち
人
を
し

な
ら

て
気
索
た
ら
し
む
。
吾
が
里
の
詩
人
は
則
ち
或
ひ
は
豪
健

を
尚
び
、
或
ひ
は
敷
腴
を
擅
に
し
、
或
ひ
は
堅
痩
に
務
め
、

或
ひ
は
群
紛
を
披
豁
し
、
或
ひ
は
原
本
積
冊
し
、
専
長
有

り
て
定
格
無
く
、
吾
が
志
を
達
す
る
を
期
し
て
以
て
止
む
。

昔
月
田
社
を
為
り
し
時
、
衣
を
軒
げ
眉
を
張
る
毎
に
、
援

あ

筆
に
顧
譲
す
る
所
無
く
、
諸
人
の
作
を
閲
す
る
に
及
び
、

則
ち
髀
を
撫
し
て
歎
じ
て
曰
く
、
「
何
ぞ
や
、
筆
陣
参
差

と
し
て
変
異
是
の
若
し
。
公
等
其
の
各
の
雄
長
た
る
を
為

せ
ば
可
な
り
」
と
。

杭
世
駿
は
、
明
七
子
、
十
子
、
明
末
の
西
泠
十
子
を
引
き
合

い
に
出
し
、
集
団
で
修
辞
や
詠
ま
れ
る
感
慨
が
皆
似
て
い
る
よ

う
な
作
品
を
作
る
こ
と
を
、
強
く
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
、
杭
州
の
詩
人
は
、
豪
健
、
敷
腴
、
堅
痩
、
群
紛
と
異
な
る

詩
風
で
あ
り
、
ま
た
書
籍
の
知
識
か
ら
作
る
者
も
あ
り
、
定
格

が
な
く
、
思
う
こ
と
を
詠
ず
る
こ
と
の
み
を
目
指
し
て
い
る
、

と
述
べ
て
い
る
。
「
月
田
為
社
」
と
あ
る
の
は
、
顧
之
珽
が
詩

社
を
開
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
杭
世

駿
の
一
年
前
に
顧
之
珽
が
詩
社
を
開
い
て
い
る
が
、
杭
世
駿
が

翌
年
開
い
た
と
さ
れ
る
「
南
屛
詩
社
」
も
、
参
加
者
が
同
じ
で

あ
る
た
め
、
こ
れ
は
南
屛
詩
社
の
こ
と
で
も
あ
る
。
杭
世
駿
が

語
る
南
屛
詩
社
の
特
徴
は
、
詩
人
ご
と
に
詩
の
特
徴
が
異
な
っ

て
お
り
、
皆
得
意
な
と
こ
ろ
を
生
か
し
て
詩
を
作
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
南
屛
詩
社
が
、
浙
派
と
い

う
一
つ
の
特
徴
的
な
作
風
を
目
指
す
集
団
で
あ
る
、
と
い
う
考

え
方
は
、
事
実
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

浙
派
詩
の
特
徴
と
は
全
く
異
な
る
詩
風
を
誇
っ
た
周
京
が
南
屛

詩
社
の
領
袖
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

事
実
、
南
屛
詩
社
は
、
そ
れ
ま
で
異
な
る
地
域
で
、
異
な
る

人
生
を
歩
ん
で
き
た
詩
人
た
ち
が
年
齢
を
重
ね
た
後
で
集
ま
っ

た
集
合
体
で
あ
り
、
揚
州
の
蔵
書
家
の
も
と
に
い
た
厲
鶚
や
金

農
と
、
長
く
北
方
を
旅
し
て
い
た
周
京
と
が
、
同
じ
詩
風
の
詩

を
作
る
こ
と
の
方
が
不
自
然
な
の
で
あ
る
。

厲
鶚
、
杭
世
駿
、
金
農
と
い
っ
た
詩
人
だ
け
を
み
れ
ば
浙
派

で
あ
り
南
屛
詩
社
詩
人
で
あ
る
が
、
当
時
の
リ
ー
ダ
ー
が
周
京

だ
っ
た
と
い
う
点
に
注
目
す
る
と
、
南
屛
詩
社
は
浙
派
以
外
の

要
素
も
多
く
含
む
、
柔
軟
な
集
団
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

先
に
、
文
学
史
の
中
で
、
周
京
が
時
に
浙
派
か
ら
は
ず
さ
れ
、

時
に
浙
派
の
重
要
人
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
矛
盾
が
あ
る
こ
と
を

述
べ
た
が
、
そ
れ
は
浙
派
を
南
屛
詩
社
と
イ
コ
ー
ル
に
捉
え
る

か
ど
う
か
に
よ
る
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
南
屛
詩
社
は
浙
派
詩
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人
集
団
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
周
京
は
南
屛
詩
社
の
詩

会
に
お
け
る
領
袖
で
は
あ
っ
た
が
、
決
し
て
浙
派
の
中
核
的
詩

人
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
浙
派
及
び
杭
州
の
詩
社
の
問

題
を
考
え
る
時
に
注
意
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

乾
隆
初
期
の
詩
社
は
、
厲
鶚
、
周
京
は
じ
め
、
多
く
の
帰
郷

し
た
杭
州
詩
人
達
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
な
い
隆
盛
期
を
迎
え
た
。

し
か
し
、
そ
の
隆
盛
は
や
が
て
終
わ
る
。
こ
の
詩
壇
は
、
名
士

の
集
合
体
と
し
て
人
気
を
得
て
お
り
、
詩
人
が
亡
く
な
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
詩
社
が
縮
小
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

梁
同
書
行
述
略
曰
、
…
吾
郷
詩
社
自
癸
亥
以
後
称
最
盛
者

十
年
、
毎
一
会
率
二
三
十
人
、
緇
袍
朱
履
布
衣
韋
帯
之
流
、

靡
不
畢
集
、
社
中
自
顧
月
田
、
鄭
筠
谷
、
周
穆
門
、
金
江
声
、

朱
鹿
田
、
呉
東
壁
、
厲
樊
榭
、
施
竹
田
諸
先
生
相
継
下
世
、

風
流
雲
散
、
詩
社
遂
已
。

（
『
両
浙
輶
軒
録
』
巻
十
九

梁
啓
心
）

梁
同
書
行
述
略
に
曰
ふ
、
…
吾
が
郷
の
詩
社

癸
亥
よ

り
以
後

最
盛
と
称
す
る
者
十
年
、
一
た
び
会
す
る
毎
に

率

ね
二
三
十
人
、
緇
袍
、
朱
履
、
布
衣
、
韋
帯
の
流
、

お
お
む

畢
集
せ
ざ
る
は
靡
し
、
社
中

顧
月
田
、
鄭
筠
谷
、
周
穆

門
、
金
江
声
、
朱
鹿
田
、
呉
東
壁
、
厲
樊
榭
、
施
竹
田
諸

先
生
相
継
い
で
世
を
下
り
て
よ
り
、
風
流
雲
散
し
、
詩
社

遂
に
已
む
。

こ
の
文
は
、
杭
州
の
詩
社
が
乾
隆
八
年
か
ら
十
年
の
最
盛
期

を
迎
え
、
や
が
て
相
次
ぐ
詩
人
達
の
死
に
よ
っ
て
、
衰
退
し
て

い
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
杭
州
の
詩
社
は
、
参
加
す
る
詩

人
の
存
在
に
よ
っ
て
の
み
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
詩
社
の
主
催
者
の
一
人
で
あ
っ
た
顧
之
珽
の
死
に
つ
い

て
、
杭
世
駿
は
「
迨
月
田
下
世
、
西
湖
壇
墠
稍
就
衰
歇
。
（
月

田
下
世
す
る
に
迨
び
、
西
湖
の
壇
墠
稍
や
衰
歇
に
就
く
。
）
」（
杭

世
駿
『
道
古
堂
文
集
』
巻
十
二
「
遠
村
吟
稿
序
」
）
と
、
顧
之

珽
の
死
と
と
も
に
詩
壇
が
衰
退
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
周

京
の
死
に
つ
い
て
も
「
湖
南
寂
寞
吟
壇
冷
、
愁
聴
松
風
咽
杜
鵑
。

（
湖
南
寂
寞
と
し
て
吟
壇
冷
え
、
愁
ひ
て
聴
く

松
風
に
杜
鵑

の
咽
ぶ
を
。
）
」
（
『
無
悔
斎
集
』
附
録

金
志
章
「
哭
周
穆
門

む
せ

先
生
」
）
と
、
吟
壇
つ
ま
り
詩
社
が
冷
え
て
ゆ
く
こ
と
と
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
死
は
、
一
詩
人
の
死
で
あ
る
と
と

も
に
、
詩
社
を
支
え
る
存
在
の
喪
失
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

周
京
、
顧
之
珽
は
、
当
時
の
詩
社
の
領
袖
と
し
て
人
気
が
あ
っ

た
が
、
詩
会
抜
き
で
名
が
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
決
し
て
そ
う

と
は
い
え
な
い
。

先
に
、
袁
枚
が
『
随
園
詩
話
』
で
、
周
京
の
題
壁
詩
が
書
か

れ
た
酒
楼
を
通
り
か
か
っ
た
時
に
、
七
、
八
年
を
経
て
も
周
京

を
敬
愛
す
る
人
達
に
よ
っ
て
題
壁
詩
が
大
事
に
守
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
記
す
文
を
見
た
。
し
か
し
、
そ
の
文
に
は
続
き
が
あ
る
。

後
四
十
年
、
余
再
至
湖
上
、
則
壁
詩
無
存
。
西
穆
、
樊
榭

久
帰
道
山
、
而
酒
楼
主
人
亦
不
知
名
士
為
何
物
矣
。

（
『
随
園
詩
話
』
巻
九-

八
二
）
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後
四
十
年
、
余
再
び
湖
上
に
至
れ
ば
、
則
ち
壁
詩
存
す

る
無
し
。
西
穆
、
樊
榭
久
し
く
道
山
に
帰
り
て
、
酒
楼
の

主
人
も
亦
た
名
士
の
何
物
為
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

四
、
五
十
年
経
っ
て
再
び
西
湖
の
ほ
と
り
に
行
く
と
、
す
で

に
題
壁
詩
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
周
京
、
厲
樊
榭
が
亡
く
な
っ

て
か
ら
時
間
が
経
ち
、
酒
楼
の
新
し
い
主
人
も
、
作
者
で
あ
る

周
京
と
い
う
名
士
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
詩
社
の

中
で
も
、
厲
鶚
は
『
宋
詩
紀
事
』
『
絶
妙
好
詞
箋
』
他
、
評
価

の
高
い
多
く
の
著
書
に
よ
っ
て
、
今
日
ま
で
名
を
知
ら
れ
て
い

る
。
杭
世
駿
は
、
元
来
高
官
で
あ
っ
た
上
に
、
著
書
も
多
く
、

や
は
り
そ
の
名
を
残
し
た
。
し
か
し
周
京
は
、
詩
会
と
い
う
、

一
時
的
な
場
の
中
で
の
名
士
で
あ
っ
た
。
詩
会
の
詩
の
多
く
は
、

各
詩
人
の
詩
集
に
そ
の
人
自
身
の
詩
が
収
録
さ
れ
る
の
み
で
、

ほ
と
ん
ど
記
録
が
残
ら
な
い
。
周
京
の
作
品
を
ま
と
め
た
も
の

と
し
て
は
、
僅
か
な
詩
集
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
詩
人
の
死
に

よ
っ
て
詩
社
は
滅
ぶ
の
だ
が
、
詩
社
の
死
に
よ
っ
て
、
詩
人
も

ま
た
滅
ん
だ
の
で
あ
る
。

杭
州
の
詩
社
の
隆
盛
期
に
は
、
詩
会
と
い
う
華
や
か
な
文
化

が
あ
り
、
様
々
な
詩
人
が
そ
の
時
だ
け
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

時
を
経
て
、
詩
会
が
衰
退
す
る
と
と
も
に
、
詩
会
の
活
動
は
忘

れ
ら
れ
て
重
視
さ
れ
な
く
な
り
、
一
部
の
浙
派
と
称
さ
れ
る
詩

人
た
ち
の
作
品
に
見
え
る
、
特
徴
的
詩
風
だ
け
が
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
だ
け
の
も
の
と
し
て
消
え

て
い
っ
た
も
の
の
中
に
こ
そ
、
そ
の
時
代
の
文
化
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
杭
州
詩
壇
に
お
け
る
周
京
の
存
在
は
、
ま

さ
に
そ
う
し
た
時
代
の
息
づ
か
い
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

注

[

１]

『
皇
清
書
史
』
巻
二
十
一
（
遼
海
叢
書
）
に
「
周
京
、
字
西
穆
、

一
字
少
穆
、
号
穆
門
、
一
号
辛
老
、
晚
号
東
双
橋
居
士
。
」
と
あ

る
。
し
か
し
、
「
辛
老
」
に
つ
い
て
は
、
呉
城
「
哭
周
穆
門
先
生
」

（
『
無
悔
斎
集
』
附
録
）
第
四
首
第
五
句
「
字
記
老
忘
辛
」
自
注

に
「
先
生
一
字
辛
老
」
と
あ
る
の
に
基
づ
き
、
字
と
し
た
。
「
東

双
橋
居
士
」
に
つ
い
て
は
全
祖
望
「
周
穆
門
墓
志
銘
」
（
『
鮚
埼
亭

集
』
内
篇
巻
十
九
）
に
、
「
暮
年
、
別
自
署
東
双
橋
居
士
。
東
双

橋
者
、
副
都
所
居
鄞
城
北
坊
第
也
。
」
）
と
そ
の
い
わ
れ
を
説
明
し

て
い
る
。

[

２]

厲
鶚
「
無
悔
齋
集
序
」
（
『
無
悔
齋
集
』
巻
首
、
厲
鶚
『
樊
榭
山
房

文
集
』
巻
三
）
に
「
令
嗣
宸
望
以
遺
稿
属
予
点
定
、
略
為
刪
汰
其

什
之
二
三
。
鏤
版
以
行
者
、
故
人
舒
明
府
雲
亭
」
と
あ
る
。

[

３]

桑
調
元
「
周
徴
士
穆
門
墓
志
銘
」
（
『
無
悔
齋
集
』
〔
清
代
詩
文
集

彙
編
所
収
〕
附
録
に
「
著
有
無
悔
斎
集
、
古
文
詩
詞
共
三
十
六
巻
、

舒
明
府
瞻
為
先
刻
詩
十
五
巻
行
世
、
厲
樊
榭
編
定
、
余
存
于
家
。
」

と
あ
る
。
桑
調
元
の
墓
志
銘
は
『
清
代
詩
文
集
彙
編
』
（
上
海
古

籍
出
版
社

二
〇
〇
九
）
所
収
『
無
悔
斎
集
』
（
乾
隆
十
七
年
刻

本
影
印
）
に
は
あ
る
が
、
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
（
台
南
荘
厳
文

化
事
業
有
限
公
司

一
九
九
七
）
所
収
『
無
悔
齋
集
』
（
浙
江
図

書
館
蔵
清
乾
隆
刻
本
影
印
）
に
は
収
録
さ
れ
な
い
。

[

４]

全
祖
望
『
鮚
埼
亭
集
』
内
篇
巻
十
九
「
周
穆
門
墓
誌
銘
」
）
に
「
穆

門
之
卒
也
、
吾
友
杭

堇
浦
為
之
伝
。
」
と
あ
り
、
楊
注
で
は
「
道
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古
堂
集
中
無
此
伝
、
恐
刻
時
刪
去
。
」
と
、
道
古
堂
集
刊
行
の
時

に
削
除
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

[

５]

周
京
『
無
悔
斎
集
』
に
よ
る
。

[

６]

「
第
三
階
段
是
浙
派
的
繁
栄
期
、
主
要
創
作
活
動
在
雍
正
朝
与
乾

隆
前
期
。
此
期
詩
人
以
厲
鶚
為
職
志
、
以
南
屛
詩
社
成
員
為
主
体
、

有
杭
世
駿
、
全
祖
望
、
金
農
、
丁
敬
、
胡
天
游
、
呉
穎
芳
、
汪
沆
、

陳
章
、
姚
世
鈺
、
斉
召
南
等
人
、
這
也
就
是
所
謂
狭
義
的
浙
派
詩

群
。
」
（
張
仲
謀
『
清
代
文
化
与
浙
派
』
総
序

東
方
出
版
社

一

九
九
七
）

[

７]

『
樊
榭
山
房
集
』
巻
二
辛
丑
「
夏
至
前
一
日
同
少
穆
耕
民
汎
湖
」
、

こ
れ
は
『
無
悔
斎
集
』
巻
二
辛
丑
「
夏
至
前
一
日
泛
湖
至
清
隠
菴
」

と
同
時
の
作
と
思
わ
れ
る
。
『
無
悔
斎
集
』
は
、
共
に
詩
作
し
た

詩
人
の
名
を
記
さ
な
い
。
し
か
し
、
「
露
坐
同
厲
太
鴻
聯
句
」
、
「
聞

蛩
同
太
鴻
」
等
、
厲
鶚
（
太
鴻
）
と
共
に
詩
や
聯
句
を
作
っ
た
記

録
が
残
っ
て
い
る
。

[

８]

康
熙
六
十
一
年
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る
『
樊
榭
山
房
集
外
詞
』
秋

林
琴
雅
四
に
「
点
絳
脣
（
灯
夕
同
宋
杏
洲
周
少
穆
集
呉
尺
鳧
瓶
花

斎
）
」
が
あ
り
、
呉
尺
鳧
つ
ま
り
呉
焯
と
周
京
と
厲
鶚
が
共
に
詞

を
作
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
呉
焯
は
周
京
の
一
歳
年
上
で

正
に
同
世
代
の
友
人
で
あ
っ
た
。
呉
焯
と
沈
嘉
轍
は
共
に
雍
正
十

一
年
に
世
を
去
る
が
、
『
無
悔
斎
集
』
巻
六
に
「
十
二
月
二
十
二

日
同
樊
榭
、
耕
民
放
舟
湖
上
、
時
快
雪
初
晴
、
風
物
閒
静
、
重
過

酒
舎
、
念
欒
城
、
尺
鳬
已
下
世
、
感
今
念
昔
、
弥
覚
清
游
之
足
重

也
、
分
韻
同
作
」
が
あ
り
、
昔
か
ら
沈
嘉
轍
（
欒
城
）
、
呉
焯
（
尺

鳧
）
ら
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
『
民
国
杭
州

府
志
』
（
巻
一
百
四
十
五
）
杭
世
駿
の
伝
に
は
、
「
罷
帰
後
、
杜
門

奉
母
、
自
号
秦
亭
老
民
、
偕
里
中
耆
旧
及
方
外
友
、
結
南
屛
詩
杜
。

先
与
同
里
厲
鶚
、
周
京
、
符
曾
、
施
安
、
陳
撰
、
趙
昱
、
趙
信
、

呉
焯
、
呉
城
、
沈
嘉
轍
、
汪
沆
、
呉
穎
芳
、
丁
敬
、
張
沅
為
密
友

近
賓
、
言
懐
叙
歓
、
各
有
搆
属
。
」
と
あ
る
。
南
屛
詩
社
は
乾
隆

始
め
の
杭
世
駿
に
よ
る
杭
州
の
詩
社
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
若

い
時
に
、
周
京
を
含
め
、
皆
詩
作
を
共
に
す
る
友
人
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

[

９]

『
無
悔
斎
集
』
で
は
、
こ
の
詩
を
雍
正
十
一
年
の
作
と
す
る
。
一

方
、
厲
鶚
の
「
臘
日
同
周
少
穆
汎
湖
」
（
『
樊
榭
山
房
集
』
巻
七
）

は
、
自
注
に
「
時
尺
鳧
欒
城
俱
下
世
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
京

の
詩
と
同
時
の
作
と
考
え
ら
れ
る
が
、
雍
正
十
二
年
の
作
と
し
て

い
る
。

[
]

桑
調
元
「
周
徴
士
墓
志
銘
」
（
『
無
悔
斎
集
』
附
録
）
に
「
友
人
延

10

修
沢
州
府
志
、
陵
川
邑
志
」
と
あ
り
、
朱
樟
も
「
哭
周
穆
門
先
生
」

第
六
首
「
攀
借
如
椽
筆
、
分
脩
劇
郡
書
。
」
の
句
に
「
謂
脩
郡
志
」

と
の
自
注
を
つ
け
て
い
る
。

[
]

「
大
科
之
役
、
姚
侍
郞
三
辰
薦
之
、
穆
門
力
辞
不
得
、
応
徴
至
京
、

11

徘
徊
公
車
門
下
数
日
、
称
疾
卒
不
就
試
以
帰
、
莫
能
測
也
。
」
（
全

祖
望
「
周
穆
門
墓
志
銘
」
）

[
]

「
帰
而
杜
門
奉
母
、
暇
則
偕
里
中
耆
旧
襟
契
及
方
外
之
侶
結
南
屛

12

詩
社
、
歌
詠
太
平
。
」
（
『
道
古
堂
集
』
汪
沆
序
）

[
]

南
屛
詩
社
に
つ
い
て
は
、
鄭
幸
「
南
屛
詩
社
考
」
（
『
厦
門
教
育
学

13

院
学
報
』
第
九
巻
第
二
期

二
〇
〇
七
）
、
劉
正
平
「
南
屛
詩
社

考
論
」
（
『
北
京
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
』
第
五
十
巻
第

三
期

二
〇
一
三
）
に
論
考
が
あ
り
。
鄭
江
は
南
屛
詩
社
は
湖
南

詩
社
の
別
称
と
と
ら
え
、
劉
正
平
は
、
湖
南
詩
社
が
先
に
あ
り
、



- 61 -

顧
之
珽
の
死
去
に
伴
い
、
杭
世
駿
の
南
屛
詩
社
に
合
併
さ
れ
た
と

す
る
。

[
]

成
員
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
鄭
幸
「
南
屛
詩
社
考
」
、
劉
正
平
「
南

14

屛
詩
社
考
論
」
（
既
出
）
が
参
考
と
な
る
。

[
]

施
安
『
旧
雨
斎
集
』
巻
五
「
花
朝
穆
門
招
遊
北
郭
至
皐
亭
看
桃
花

15

即
送
柳
漁
入
都
分
韻
二
律
」
（
乾
隆
九
年
）
、
厲
鶚
『
樊
榭
山
房
続

集
』
巻
七
「
穆
門
招
同
諸
公
汎
舟
甘
村
看
花
分
韻
二
首
」
（
乾
隆

十
四
年
）
等
。

[
]

全
祖
望
「
周
穆
門
先
生
墓
志
銘
」
に
は
、
周
京
が
、
留
守
中
に
弟

16

に
家
を
売
ら
れ
て
し
ま
っ
て
も
文
句
一
つ
言
わ
ず
家
を
借
り
、
亡

く
な
っ
た
友
人
の
娘
三
人
を
世
話
し
て
嫁
が
せ
た
こ
と
な
ど
、
様

々
な
逸
話
を
載
せ
て
い
る
。

[
]

『
樊
榭
山
房
文
集
』
巻
三
で
は
、
「
野
」
を
「
白
」
に
、
「
新
」
を

17

「
青
」
に
作
る
。

※
本
論
は
平
成
二
十
六
年
～
二
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
研
究

基

盤
研
究
（
Ｃ
）2

6
3
7
0
4
2
1

「
乾
隆
時
代
に
お
け
る
、
移
動
す
る
杭

州
詩
人
集
団
の
変
質
と
展
開
に
関
す
る
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。


